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英語 に於 ける名詞的表現 の諸相(皿)
D

主 として文章体 に於 ける場合のそれを中心に して

小 林 永 二*

OnSomeAspectsofNoun-orientedExpressionsintheEnglish

LanguagewithSpecialEmphasisonThoseinthewrittenform

El,jlKOBAYASHI

1.英 語名詞表現瞥見

普通 には英語に於 ける名詞的表現 と云 えば,例 の無生物主語 や抽象名詞主語,更 には,

擬 人法(Personification)に よ る,謂 ゆる他 動詞を用 いた構文(こ の他動詞構文に用い ら

れ る主 な 他 動詞 としては,bring,drive,induce,1ead,put,tell,cause,find,keep,

1eave,send,lay,compel,force,make,take,等 々があ る)と して知 られ る.「 他動性

表現」 なる ものがその代表 的な もの として考 え られ,こ の 「他動性表現 」な るものが,一

般 に簡潔 で,引 締 った,力 強い印象 を 与え ることは,そ れ らが先ず,大 半 は単文で書かれ

ていることにあろ う.つ ま り,こ の 「他 動性 表現 」はそれを欠 く日本語的表現 に(つ ま り

和文 ではその場合大抵 は複文構造 を とる)慣 れ切 った我 々の耳 目には,非 常 に新鮮で,ス

ッキ リと した表現法 と映るのである.二,三 の例に当 ってみよ う.

(1}Thissadnewsbroughttearstohereyes.(こ の 悲 しい報 らせを聞いて,彼 女

は 目に涙 を浮べ た。)

(2)Despaircompelledhimtocommitsuicide。(彼 は 絶望の余 り,自 殺 に追 い込 ま

れて しま った。)

(3)Thepaymentofmydebtsleftmepenniless.(借 金 を支払 って しま った ら,後

には一文 も残 らなか った。)

(4)Andpresentlyabadcoldlaidherupforafortnight.(そ して間 もな く,彼

女はひ どい風邪 をひいて,2週 間 も寝込んで しまった。)

(5)Theinsultleftmespeechless.(そ ん な侮辱 を受 けて,私 は物 も云 えなか った。)

(6)Thebareideamademeshudder.(そ れ を考 えただけで,私 は身ぶ るいが した。)

(7)Hismisfortunessenthimmad.(度 重 なる不幸 のために,彼 は発狂 して しま った。)

(8)Themeresightofitwillturnyourmind.(そ れ を見 さえすればあなたは気持

が変 るで しよ う。)

(9)Thisroadwillleadyoutothestation.(こ の道 を行 けば,あ なたは駅へ 出 るで

しよう。)
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(1①Afewstepsbroughthimtoapostoffice.(数 歩 歩 くと彼は とあ る郵便 局の前

に出た。)

い ずれ にせ よ,こ のinanimateな 物 を主語 とす る英文 の表現法 が,日 本 人に と っては

一見奇異 な感 を与 え ることも否 あない事実であ ることは,や は り日本 文 で は 主 と し て

animateな もの しか主語 に立たない場合が圧倒的 に多 いか らで あろ う.尤 も明治以降,

謂 ゆる 「翻訳調」,「 欧文 脈」な るものが現われ,そ の影響 で,日 本文 の表現 もinani・

mateな 物 を主語 とす る云い方 が若干行われ る様にな って は来た.こ の問題 については又

後で少 し触れてみたい と思 う.つ ま りそれ は英語 におけ る名詞 中心 的表現の再確認 に もつ

なが ると思 うか らで ある.

と ころで,こ の 「他動性表現」 の次 に考 え られ る英語名 詞表現 として,特 に よ く 「口語

英語 」に多用 され る.一 連の基本的なcolorlessverb(例 え ば,have,give,take,make,

get,keep,do,go,run,put,set,turn,stand,come,fall,look,Iay,be,等 々)と そ

れに見合 う名詞 との連語関係(cOllOcatiOn)と も云 え る結合 に見 られ る表現が考え られ る.

若 干 の実例を見てみ よ う.

(1}Hegavemeashysmileanddefttheroom.(彼 は恥 ずか しそ うに私の方に微

笑 して,部 屋 を出て行 った。)

(2)Givemeabuzzlater,willyou?(後 で電話 して くれよな。)

(3)Hetookalastdragonhiscigarette.(彼 は最 後に もう一息 タバ コを吸い込ん

だ。)

(4}1hadagoodsleeplastnight.(昨 夜 は僕は よ く眠 った。)

(5)Hemadeahurriedentry.(彼 は急いで入場 した。)

(6}Heisaslowwalker.(彼 は足 が遅 い。)

(7)Shemadeapolitebowtome.(彼 女 は私 に,て いね いにお辞儀 した。)

(8)Thecarmadearightatthecorner.(そ の 車は角の所を右へllhっ た 。)

(9)Wehadalongwaitforthebus.(私 達 はバ スを長 く待 っていた。)

(10)Takeanotherlookatthepainting.(も う一度 その絵 を見 て ごらん。)

さて このことに関連 して少 し考 えてみたい ことがあ る.そ れは これ らの表現 にみ られ る

文型が主 として 「S+V+0」 の型 を とってい ることであ る.実 は この 「S+V+0」 な

る文型 の多用 は,本 来,英 語 の属 している 「印欧語」(こ れは即ち 「屈折語 」であ る)の

性,数,格,人 称等 によ る複 雑な屈折語 尾変化の殆ん どを英語 がModernEnglish以 降

喪失 し,む しろ中国語 の様な孤立語 に近 い傾 向を見せ始 めてい る現象 と無縁の ものではな

い.つ ま り屈折語 尾変化 の少な い英語 と して は,ど うして も 「語順 の岡定 化」に依 存せ ざ

るを得な くな る.つ まり英語 はそ の屈折語尾変化 の喪失及 び単純 化に伴 な って,そ の語 順

の固定化が進んで行 った ものと思われ る.し か もその際 の語順 とは,即 ち,「S+V+0」

のそれであ る.

これ まで英語 に於いて名詞表現 の多用な い しは愛用 と云 うこ とを問題 に して きたのであ

るが,実 は英語 において,「S+V+0」 の語順 の固定化 が,そ の様 な名詞表現の多用を

助長 して きた ので はあるまいか.こ れ は例 えば前述 の,無 生物,抽 象名 詞主語 に見 る 「他

動性 表現」 に於 ける文型 の主役が実 はこの 「S+V+0」 な る文型 であ る事実 とも無関係

ではない.つ ま り,「S+V+0」 の 文型の優位性 は,animatesubjectの み な らず,

否 応 な しにinanimatesubjectを も生み 出さざるを得 ない.さ もなければ英語 の表現力

はかな り貧弱な もの とな らざるを得ない ので ある.更 に 「S+V+0」 の文型 は必然 的に
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そ の 大部分が謂ゆ る 「名詞止 メ」 にな る.こ の辺 りも日本語 の 「S+0+V」 の 表現 とは

決定的に異な るところで,日 本語 に於 いては,よ ほど意 図的に文章 を考えない限 り,謂 ゆ

る 「体 言止 メ」な る表現は作れないので ある.例 えば英語で は前 置詞 に導 かれた修飾語句

は必然的に被修飾語の後 に置かれ ることにな るが,日 本語 では後 置詞 を用 い るため,そ の

後置詞を従えた 目的語 な り,修 飾語 句 は,述 語や被修飾語 の前 に位 置す ることにな る.こ

の ことか ら英語 では 「S+V+0」 文 型の 「名詞止 メ」 とな り,日 本語 では「S+0+V」

文 型 の 「用言 止 メ」が多 くな る.こ の様な見 方 も英語 に 「体言 止メ」 の多 く見 られ る原 因

の一つ と考 え られ るので はなか ろ うか.

と ころで,英 語 に於 いて も,日 本語 におけ ると同様,や は り文末は文頭 と同様 に,表 現

の効果上重要 な位置で あることに変 りはあるまい.つ ま り 「文 末を名詞で止め る」 ことに

は,そ れな りの効果 があ るのであ る.そ こよ りcolorfulな 動 詞一語 で表現す るよりも,

基 本的なcolorlessverbに そ れ にふ さわ しい名詞 を組合せ て,結 果 的に 「S+V」 で は

な く,「S+V+0」 の 文型で まとめ る表現法 が好 まれ るよ うにな ったのではなかろ うか.

勿 論 これ には,本 来名詞 は動詞 と異な り,tangible且 つvisibleで あ ると云 う性質 か ら,

具 体的で分 りやす く,そ れだ けにLooseSentenceを 生 み 出 した英語国民 の性分 に適合

していたが故に多用 されて きたのか も知れな い.

い ずれにせ よ,こ こでは英語 に於 け る名詞多用,名 詞愛用,名 詞 中心的表現 の実態 とそ

の効果,更 には,若 干 の無理 を覚悟 で,そ の英 文に於 ける語順 との関連,思 想 の構 え方 と

してのLooseSentence等 と の関わ り方 の面 か らも,英 語 の名詞中心的性 格にapProach

して み よ うと試 みて いるので ある.

さて,こ こで もう一度,「 名詞止 メ」 の問題 を見 てみよ う.実 は この場合,必 ず しも問

題は,「S+V+0」 に限 られ た ことはない.「S+V+C」 の文型 において も,「 名詞

止メ」の問題は起 るのであ る.少 しく実例 に当 ってみ よ う.

〔1〕 「S+V+0」 文 型に於 ける 「名詞 止メ」 の例.

(1}Ihadasmoke.(私 は 一服 した)

(2}Ihadaswim.(私 は一泳 ぎ した)

(3)Wehadagoodtime.(私 達 は楽 しく過 した)

(4)Shehasasorethroat.(彼 女 はの どを痛 めてい る)

(5)Haveachair,please.(ど うぞ腰 かけて下 さい)

〔II〕 「S+V+C」 文型 に於 け る 「名詞止 メ」の例.

(1}Sheisagoodcook.(彼 女 は料理 が上手 い)

(2)Heisadeadshot.(彼 は射 撃が うまい)

(3)Myfatherisapoorsailor.(私 の父 は船 に弱い)

(4}SheisanEnglishliteraturemajor.(彼 女 は英 文学 を専攻 してい る)

(5)Mytownisasmallone.(私 の 町は小 さな町だ.Mytownissmallと 比 較 して

み よ.こ の様な例は英語 に数多い.な おHeiskind.(用 言 止メ)に 対 して,Heisa

kindman.(体 言 止 メ)の 例 も研究 されたい)

つ ま りこれ らの例は,い ずれ も 「S+V」 の 文型で も表現可能 の ものが多 い(現 に 日本

語 の場合 では殆 ん ど 「S+V」 文 型で表わ され る方が はるか に多 い)に も拘 らず,英 文 で

はむ しろ,「S+V+0」 な い しは,「S+V+C」 で 表わ され る場合 が多 いのではない

か と思われ る.

更 にこの こととも関連す るが,日 本語で は状況,場 面 を中心 に して叙述 され るに比 し,
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英 語 では例の 「S+V+0」 の 文型を用いて,そ れに係わ る主体で ある人問 を主語 に立 て

る場合 が多い.例 えば次の様 な例を考 えてみよ う.

(1)昨 夜 の映画 は面 白か った.(Ienjoyedthemovielastnight.)

(2)彼 女 の目は青 く,髪 の毛 はブロ ン ドです.(Shehasblueeyesandblondhair.)

(3)昨 年 は雨 が多 く降 った.(Wehadmuchrainlastyear.)

(4)私 達 の泊 ま った ホテルは豪華 だ った.(Weputupataluxuryhote1.)

(4)の例 は一見 した ところ 「S+V+0」 文 型ではないが,実 際は,Weputourselvesup

～ の如 く再帰 用法なのであ り,こ の再帰用法そ の ものが非常 に英語的 な他 動詞表現 であ る.

そ れはそれ として,こ こでは英文の主語 がWeに な って いると ころが和文 と表現 が異 な

ってい る.更 にaluxuryhotelの 様 に 「名詞+名 詞」 の複合語 も名詞表現 の一種 と見

られな くもない.つ ま りこれをaluxurioushotelと 云 う様 に,「 形 容詞+名 詞」 の表

現 も可能で あるが,や は り 「名詞+名 詞」 の結合 の方 がPunchが 効 いてい る)

(5)彼 の趣 味は多彩 だ.(Hehasavarietyofhobbies.)

これ らの例 にも見 られ る如 く,ど うも英語 は 「S+V+0」 文 型が好 み らしい.つ ま り

英語で は主客 の対立 の上 に立 って それ を他 動詞が問に立 って結 び付 けて お り,逆 に云 えば,

両 側か ら名詞が 中に立つ 動詞 をは さみ打 ち した恰好 にな ってい る.こ の様 な状況で屈折語

尾変化 に乏 しい近代以 降の英語 では当然に も語 順はinflexibleな ものとな らざるを得 ま

い.こ れを統語論 の立場 か ら云 えば,英 語 はますます総 合的言語 か ら,分 析的言語 に移行

しつつあ ると云 え るのであ る.

さて ここで改あて考えてみたい ことは,英 語 に於て はこの様 な名詞構文 な り他 動性表現

や物主構 文な りが非常に複雑多岐に亘 ってそ の発達が見 られ るのに比 し,日 本語 での この

分野の発達は あま り見 られない.何 度 も述べて いる様 に,円 本語 に も物主構文 や他 動性表

現が存在 しないわ けではな く,そ れな りに数 え上 げて行 けば,そ こそ こに意 外な ところで

名詞的表現が使われて いることに驚 くこと も決 して ないわ けではない.た だ この際留意す

べ きは,云 うまで もな く,こ れ ら日本語 に於 ける名詞表現 は 「漢語表 現」に負 うところが

大で あり,そ れを抜 きに しては まず考え られ ないこ とであ る.本 来 の 「大和 言葉」のみで,

そ の様な名詞的表現を しよ うとす ることには非常 な無理 があ る様だ.日 本語 に与えた漢語

的表現 の影響 は測 り知れ ない程大 きく,そ れは我 々が 日本語 の 中に漢字 ・漢語 を これほ ど

歴史的 に長 く深 く採 り入 れて来 てい ることの当然 の結果 ではあ るのだ.従 って今 日では,

日本語 の中か ら,漢 字,漠 語,更 には漢語表現 を取除 いて 日本語 を考え ることは不可能 に

近 く,否 応 な しに我 々は今 日あるがままの姿 の 日本語 の実態に則 して物事を論 じて行か ざ

るを得 ないのであ る.た だ 日本語へ の漢語 の導 入の メ リッ ト,デ メ リッ トと云 う段 になる

と,こ れ は一概 に論 ぜ られぬ程 その両者 は複雑に絡み合 って存在 して いると云 えよ う.例

えば,漢 語,漢 語 表現 は 日本語 の 中に,簡 潔 さや,便 利 さを もた らして くれている反面 で

は,日 本人 の コ トバによ るコ ミュニケー シ ョンを,聴 覚型か ら視覚型 のそれに変 容 させ て

しま った責 任を負 うてい ると云え よう.日 本語の 中にある彪大 な同音異義語 の存在 などは

その典 型であ る.つ ま りこれ らの同音異義語 は音だ け聞 いて もその意味 が判読 しに くく,

文 字を見 て始あて理解出来 ると云 った類 のもので ある.こ れ などは漢語 の持 つ造語 力の豊

か さが裏 目に出た ものと云え るか も知れぬ.と ころで造語力 と云 う時 は,何 も漢語 だけで

はない.大 和 コ トバ にも本来造語力 はあ り,又 咋今 はカタカナ外来語 も強力な造語 力を具

えつつ あると云 える.例 えば和製英語 と一 口に云 って も,そ の中には確 かに元 の正 しい英

語 を採 り入れ る際 に間違 って 日本語 に入 れる場合 もあるにはあるが,中 には 日本人が勝手

1
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に従 来 か らの カタ カナ語 を組合せて新 らしい カタカナ語 を創 出す る場合 もあ るので,オ フ

ィス ・レデ ィ0や デパー ト・ガールな どは明 らか に後者 の例で あ り,い ずれにせよ,昨 今

の カタカナ外来語 の持 つ造語 力 も可成 りの ものであ る.

2.英 語 「名詞表現」の捉え方とその具体例詳説

さて前章に於いて英語に於ける名詞的表現の若干の 「相」について瞥見 したのであるが,

それ らはあくまでも英語に於いて,そ の多種多様にして且つ多彩な姿を見せている名詞表

現のほんの一部について文字通 り瞥見 したに過ぎない.そ の様な瞥見では複雑な諸相を見

せる英語名詞表現の全容はおろかその片麟す らもこれを掴み得ていない.従 ってこの章に

於いて今一つそれ ら名詞表現を質量ともに深 く堀 り下げて,そ してその為には何よりも豊

富な実例を数多く具体的に掲げて行く過程を通 して,は じめて納得の行 く名詞表現の実体

に迫ることが出来 るのである.た だ具体例と云 ってもその数は彪大なものであり,そ れら

に逐一説明解説を加えて行くとなれば,こ の様な小論文に於いて到底なし得るわけのもの

ではない.ど うしても割愛せねばならぬ部分も出てこざるを得ない.そ の辺 りをどの様に

うまく処理す るかで筆者 も今回はかなり苦労をしたのである.従 って中にはうまく脈絡の

とれていない説明や,具 体例の選択に___.つ 工夫がほしか ったものも後になってみると全

くなか ったわけではない.

更にここでは 「名詞表現」と云 っても特に文章体の中でのそれを主眼とし,必 ず しも日

常のコミュニケーションで最も広 く活用 されている 「口語体Jや 「談話体」の実例に焦点

が置かれているわけではない.併 し少 しはそれらにも触れてみたいと思い,折 を見ては英

語国民のコミュニケーションに於ける実際の姿とは一体如何なるものであるやも,考 えて

みたが,恐 らく 「1_1語英語」に於ける日常の英米人のコミュニケ0シ ョンは,名 詞表現を

フルに活用 した,非 常にキビキビした,卒 直な,活 力に充ちたヤリトリが行われているで

あろうと想像される.(例 えば,次 のA,B問 に於ける会話,A:Thanks.(あ りがとう

ございました)B:Anytime.(何 時でもお役に立ちますよ)を 見れば分ることだが,こ

れなどはただ名詞をぶつけ合 うだけの実に単純明快なものだが,日 本語ではとて もこうは

行 くまい.日 本語ではいくら親 しい仲でも,或 る程度は 「丁寧体」を用い,従 って動詞や

補助動詞,助 動詞が必要 となり,結 果的に英語と比べて冗長な表現とな らざるを得まいこ

とは,お 互い日本人としてその日常会話に於いて経験するところである)

更に英語では,文 章体に於て も,口 語体のそれには及ばないまでも,や はり名詞表現の

特性から必然的に招来 され る単文調の明快で力強い文章が多いのではなかろうか.例 えば,

アメ リカの文豪ヘ ミングウエイの小説の文体などは,簡 潔で,punchの 効いた 「単文」

が連続 して現われて くるわけだが,こ れなどは複文よ りは単文,更 に名詞表現を好む現代

アメリカ英語の一般的傾向の典型ではなかろうか.そ れに加えて現代英語,特 にアメリカ

英語は,若 干専門的な用語を使 って云えば,屈 折語的総合言語か ら,ヨ リますます統語的

分析言語への傾斜を深あて行 く側面 も又持ち合わせていると云えるのではなかろうか.例

えば現代アメリカ英語に於 ける謂ゆる 「機能語」(functionword)へ の依存はよく知 ら

れている.こ の点で英語は屈折語の性格を失いつつあり,ヨ リ中国語の様な孤立語へと近

付きつつあるのではないか.例 えば,現 代英語においては,前 置詞が目覚ましい活躍を し

ているのであるが,そ れは多 くの場合,名 詞と結合 して,形 容詞句や副詞句を作っている

のであるが,こ れは二つの側面か ら興味深い.

即ち,そ の第___.は,「前置詞+名 詞」の結合は,云 うまでもなく,そ こに名詞が使用され
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て い る点で,た とえそれが形容詞や副詞の働 きを文章の 中で は して いて も,や は り名詞的

な表現であ ることには違いないのであ る.そ のあた りは 日本語 の形容詞や副詞 の形態 と比

較すれば容易 に理解 され るところで ある.更 に第二 に,前 述 した如 く,今 日の英語 では,

例 えば 「前置詞of+抽 象 名詞」で も って形容詞 の働 きを もたせ る ものがあ るが(ofuse

=useful,ofhe1P=helpful,etc.)こ れ な どは,屈 折 法(inflection)に よ らず,統 語 法

(syntax)に よ り,同0文 法 関係 が多 くの屈折語尾 に該当す るofと 云 う前 置詞で代替 さ

れて いる典型的な例で あ り,前 践詞句 と云われ るoutofに つ いて も,同 様名詞 と結合 し

て数多 くの修飾旬 が創 出 され る(outofwork,outofgas,outofmoney,etc.).こ れ

も英語 が言語学者 の謂ゆ る,総 合 的言語(syntheticlanguage)か ら,分 析的言語(an-

alyticlanguage)へ と移行 しつつあ ることの 一例 に過 ぎない.而 して,こ の分析的言語

は,人 問の思想 ・感情の表現手 段 と して,こ れを純技術的見地 よ りすれ ば,ヨ リ適合性 が

あ り,総 合 的言語 よ りも簡潔で,「 名詞主体 の表現 も多 い」 ことか らして,力 強い,テ キ

パキ とした明快 な表現を生み出すのであ る.こ れ に更 に 「文 の省略」 なる文法 的に云 って

能率的簡易性が加わ って くること もある.例 えば,Funnything,shelovessucha

nastyguy.な ど の文 に於 けるfunnythingの 部 分が名 詞そのままの形 で書かれてい る

が,本 来な らば ここはthoughitisafunnythingと か,何 かいずれにせよ文章体 と

なる ところであろ う.つ ま り接続 詞を川 いた正式 な型 の複文 であ る.

しか しそれ が名 詞のままでズバ リ居坐 ってい ることによ り,非 常に能率的で あると同時

に,簡 潔 でPunchの 効 いた表現 とな ってい る.つ ま りここらで大胆 な云い方を お許 し願

えれば,今 日の特 にア メ リカ英語 の大 きな特徴 として,名 詞を主体 と した簡潔で力強 く,

且又 実務 的な能 率 と何よ りも明快 で解 りやすい表現が非常 に推奨 され,又 事実そ の様 な表

現が数多 く生 みだ され,現 実 に広 く愛用 されてい ると云 う事実 が一方 に厳 と して存在 して

い るのであ る.勿 論 これは文章英語にお けるよ りも,口 語英語 に於て その傾 向は ヨ リー・層

顕著 に見 られ ることは云 うまで もない ことで ある.以 一ヒのことなどを念頭 にお きなが ら,

今 後色 々な機会 に色 々な英 文にあた りなが ら,そ の特徴 をよ く観察 してみてほ しい.特 に

日本語的表現 との比較 と云 う観点,視 点 を常 によ くわ きまえなが ら,又 更 に 日If--1_両語 の発

想 の違 いか ら来 る表現 の差異等 に も気 を配 りな が ら,現 代英語 のキビキ ビした力強い,簡

潔 な,平 明に して味 い深 い魅力 ある文 章に数 多 く触 れてほ しい ものだ.そ こよ りして,お

のずか ら名 詞主体 の現代英語表現 の真髄 を 自らも体得 し得 るのであ る.

そ れでは これよ り極 く簡単に英語 に於 け る名詞 表現の諸相を実例を通 し,更 にそれ に相

当す る和 文表現 との比較を も行いつつ,そ の特徴の解明 に当 ってみたい(更 に詳 しい実例

については,後 の名 詞表現諸例Hに 挙げ ることにす る.)例 え ば,日 本語で はど うして も

複文形式 とな り易い(こ れ は 日本語の動詞 中心的性格,叙 述部 に中心 の置かれ る文章完結

型の性格か ら由来す る)文 章表現が,対 照的に英語 では謂ゆ る名詞表現 の使用 によ り,単

文形式で表現 され得 る場合が ある.こ の際和文が仮 りに単文形式で表現 され て も,や は り

表 現の中心が叙述的な動詞 中心型 とな って いる.(実 例)Heisaclockwatcher.(彼 は

いつ も退社時間 が迫 ると,時 計 ばか り気 に して見て いる)こ れなどは典型 的な英 文 と和文

の表現差 の見 られる もので,こ の様 な実例 は数多い.MostJapaneseareIndiangivers.

(大 て い の 日本人 は,何 か見返 りを期待 して贈物をす る.),Sheisanarm-chairtraveler.

(彼女 は居 なが らに して読 書な どを通 して世界の ことを よ く 知 っ て い る),Heisa

backseatdriver.〔 彼 は後部座席 か ら前席 の運転者 に対 して,そ の運 転ぶ りにとやか く口

を出す.(こ れ には又,影 にいて人を繰 ってい る黒幕的人物の意 もあ る)〕,Heisadark
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horse.(彼 は ひ ょっとす ると当選す るか も知れな い有力候補 だ)Heisakingmaker.

(彼 は 要職の振 り当てな どに参画す る政党 の実力者 だ)

これ らの例は まだまだい くらで もあ る.こ こで面 白いことは,こ の様 な英 語 にお ける名

詞ズバ リの簡潔な表現が,実 は 日本語の 中にも取入れ られて意外 とよ く使わ れてい ること

であ る.考 えて見れば この ことはやは り日本語で はこの様 な名詞表現 が実現 しに くい体質

を持 ってい ることの証左 ではなかろ うか と云 うことで ある.例 え ば,オ ピニ ヨン ・リーダ

ーであ るとか,ホ ワイ トカラ0 ,ブ ル ー カラ0,サ ラ リー マ ン,ワ ンマ ンカー,ベ ス トセ

ラー,ベ ス ト・ドレッサー,ノ ーカーデイ,イ エスマ ン等 々 日本語の 中で使われて いるこれ

ら英語(中 には和製英語 もあるが)の 名詞表現 を仮 りに 日本語 に翻 訳す るとなれば,恐 ら

く名詞一語 ズバ リの表現 は しに くく,ど うして も冗長な文章体 とな り,そ の辺 りに英語の

簡潔表現 がそ のまま使われ る理 由が存す るのではなかろ うか と思 われてな らない.も っと

もこれ らの カタカナ外来語 の使用 について は,諸 々の理 由,見 方,解 釈が可能 であ り(例

えば,何 故 に訳語 を与えな いのか,訳 語 を与 えると して,大 和 コ トバを用い るか,そ れ と

も漢語を用い るか等 々),一 一概 には云えな いのだが,と にか く結果 的には英語 の名詞 的表

現 が簡潔で便利 であ ることは否めない.た だ し筆者 は 日本語で の名詞表現 を用 いた訳語 の

可能性 を決 して否定 す るものではない ことは云 うまで もな い.従 って 日本人 がカタカナ外

来語 の方 を好 んで使 用 してい るとすれば,単 に翻訳上の難易 と云 うことだ けでな く,も っ

と心理 的,文 化 的な要因が絡んでい ると思 われ る.少 し話は変 るが,仮 りに名詞表現 を使

うと,日 本語 に於 いて結果 的に敬意表現 の ヨ リ少 い表 現 とな ることは興味深い.何 故な ら

日本語で の敬意表現 は主 として動詞,補 助動 詞,助 動 詞等 で表わ され ることが多いか らだ.

そ の点で も名詞表現 は特 に 日本語 の様 な用言性 の強い,付 属語 を多用す る性 格の言語 の表

現形式 を簡潔化 させ る効用を持つ と も云え る.

あ とまだ若干 の例を あげてお くと,

Heisapoorsailor.(彼 は船酔 い しやす い)Heisapart・timer.〔(彼 はパ ー一トタイム

で働 いて いる.)こ れ な どは 日本語 にな りに くい例 だ.〕 更 に,aloveseat〔(ロ マ ンス ・

シー ト)こ の訳語 はいわゆ る和製英語 とな ってい るが,そ の場合です ら日本語で は和製英

語 の力を借 りない と名詞的に表現 しに くい ところが,面 白い現象で ある.昨 今 はカタカナ

外来語 も漢語並 みに造語 力を持 つに至 ってい ることは 注 目に値す る.(ラ ブ ・ホテル な ど

はその典型例)こ れ らの英語名詞句 の和訳 を見 て もらえば よ く分 るが,い ずれ も和 文 で

は名詞 ズバ リで表現 されず,動 詞を用 いて文章体 を とるか,英 語 の表現をその まま借 りて

(和 製英語 の場合 もあるが)い ることに注 目されたいのであ る.

更 に 日常 の口語体表現 に於 ける名詞 ズバ リの表現 は英語 に非常 に多 く,日 本語 では この

場合 もや は り文章体 とな る場合が多い様で ある.し か しこの口語体 におけ る 「挨拶語」,

人 に対す る 「呼称」,そ の他喜 怒哀楽 の 「感情表現」における名詞 的表現 につ いては別 の機

会 に詳述す る積 りな ので ここで は簡単 な例 を挙 げ るだけに止めてお く.Ex.A:Thanks.

(あ りが とう)B:Mypleasure.(ど う致 しま して)A,B共 に名詞 を投 げつ けているだ

けであ る点 に注意.

(ManyhapPyreturnsoftheday!HapPybirthdaytoyou!(御 誕 生 日おめで と

う)"Morning,Captain,Lieutenant,"saidFish.(「 お 早 うござい ます,隊 長 さん,隊

長補 佐 さん」 とブイ ッシュは云 った)こ の後の方の表現 をよ く見て頂 きた い.英 語で はた

だ3つ の名詞がそのま まズ ラ リ並んでい るだ けであ る.つ ま り英文で は,「 朝,隊 長,隊

長補 佐」 と名 詞が他の言葉を介在 させ ることな くズ ラズラと並んでい るだ けで上 の和訳 と
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比 べ て もらえば分るが,確 かに英文 と和文 との表現形 式には何処か越え られぬ壁の様な も

のの存在 を感 じてな らないのであ る.軍 隊で兵 隊に対 す る号令 と して,日 本語 で,「 気を

付 け!」 と云 うところ も,英 語 では,"Attention!"と 名 詞一一語 で表現 され る.日 本語 の場

合 は云 うまで もな く動詞を用いて文章 体に近 い型を とってい る.こ れ とは少 し話 は違 うが,

日本語 で 「ゴ ミ箱 」 とか,「 ゴ ミ入れ」 な どと書いてあ るのを よ く見か けるが,こ れ も考

えてみ ると一種の暗 に文章体の感 じがあ る.つ ま り 「これ はゴ ミを入れ る為 の箱です よ」,

とか,「 ここにゴ ミを入れな さい」,と 云 った叙述的表現 をと って いる ことがその背後 に

感 じられ るのだが,こ れ も英語で は単に,Trash(ゴ ミ)と 名詞一語 で書かれ て い る.

「ペ ンキ塗 り立て」 も,英 語 ではWetPaintで あ り,や は り 「名詞止 メ」 で終 っている

のに比 し,和 文で はどう もや は り文章体 の匂いが濃 く,「 ペ ンキを・今塗 り立てた ところだ

か ら触れて はい けません よ」 と云 う気持 が背後 に潜 んでお り,そ の文章体 を,「 ペ ンキ塗

り立て」 の様な省略体 で表現 した もの と考 え られてな らない.「 塗 り立て」の部分 は典型

的な2語 動詞 か ら成 り,「 立 て」 の部分は一応体言 化 されてい る様だが,元 々は動詞 の連

用形 中止法 であ り,動 詞 的性格 は未 だ完全 には払拭 されていない.「 吸いが ら入れ」 の場

合 も同様で 「入れ」の部分は動詞連用形 の中止法を用いて一見体言化 されて いる様 だが,

英 語 のcigarettebuttsな る完全 な名詞形ない しは「名詞 」ヒメ」と比べ る と,や は りそ の動

詞的性格ない しは「用言止 メ」の性格は否定 され得ない.「 飲料用 冷水」な る表示 を筆者 は旅

行中の車 内で見 かけた ことがあ るが,そ の場合 の英語 は単 にchilledwaterで あ って,い

ちいち 「飲料用」な どとは断 って いな い.つ ま りやは り日本語 では,「これは飲 む為 に冷や

してあ る水です よ」 と云 いたい気持が背後 にあ り,そ れ を省 略 して,乃 至は漢語調 で重 々

しく表現す る為 に 「飲料用 冷水」 と したのであろ う.更 に 「乗務 員用」な る ドアの表示 も

英語 では"Staff"だ け であ り,「 乗務員 の為の部屋 なんですよ」 と云 う日本的な云い回 し

や,「 乗務員 用」 なる権威 的な漢語調 の響 きはない.更 に 「乗務員以外立入 り禁止」な る

表示 もよ くアチ コチで見 かけ るが,こ れ も英語 では,"StaffOnly"で あ って,B本 語 のそ

れの様 な用言性 の強い,且 又威赫 的な響 きのあ る表現 とはかな りの差異が ある.「 禁止」

の部分は漢語 を使 った為に「名詞止 メ」で終 ってい るが,「 禁 ず」乃至 は 「禁」ヒす る」な る大

和 コ トバ化 された動詞を使えばやは り 「用言止 メ」 とはな る.目 本で は謂 ゆるお役所 コ ト

バや官庁用語 な どには権威を持たせ る為 に漢語を ヤタラと使 いたがる傾 向があ り,そ の為

表現全体が名詞多用 とな ることもあ り,且 又「名詞止 メ」に もな り得 る.た だ し大和 コ トバ

の場合は よ く,動 詞の連用形 中止法で終 る.「 未 成年者 入場御断 り」など もその例 で,英 語

で は"Nominors."と 「名 詞止 メ」で あ り,且 又文章体で はない.た だ面 白い ことは,「御 断

り」 と大和 コ トバで云われ る と,「 禁止」 なる漢語 よ りも当 りが柔 かい ことで,こ の辺 り

も研 究の余地 があ る.つ ま り先ず 「用言止 メ」は「名詞止 メ」に比べてや は り迫力(Punch)

に欠 けるこ とと,「 御 断 り」 の 「御」 な る接頭辞 が表現 を娩曲な もの とす るの に役立 って

い る.映 画 用語 でよ く使 われ る,"Action!"も,日 本 語 では 「演 技始 め!」 とな るところ

であろ うが,英 語 の名 詞一語 ズバ リの表現 が簡潔 で力強 く,迅 速 さが要求 され る様な場面

では,日 本語 の中に入 ってその まま愛用 されてい る.警 察用語 にある 「了解 」なる漢語 も

やは り大和 コ トバではその様な場合迫力 に欠 け,緊 急時 には役立たな い為で あろ う.ス ポ

ー ッの様な 「動 き」 と 「スピー ド」 と 「迫力」が要求 され るゲ0ム 用語 としては,何 も野

球 が舶来のゲ0ム であ るか らカタカナ外来語 の使用が多 い と云 うだけの理 由ではな く,や

は り英語 の持つ名詞表現 の簡潔 さと迫力 が野球 の中に数 多 くの カタ カナ外来語 の使用を許

している もの と思わ れてな らない.戦 時 中,軍 隊では大和 コ トバや「訓読 み」を出来 る限 り

{
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廃 し,漢 語や 「音読み」を奨励 した ことはよ く知 られた事実で,例 え ば 「物干場」は 「ブ ッ

カンジ ョウ」 と云い,編 ヒ靴は 「ヘ ンジ ョウカ」 とな り,こ の辺 りは能率 と機動性 を重 ん

ず る軍 隊 として分 らぬで もないが,カ タカナ外来語を排す るのあま り 「カ レー ライス」 を

「カラ ミイ リシルカケメ シ」,「 コロ ッケ」を 「アブ ラアゲニ クマ ンジュー」な どと した

のは逆 に冗長 その ものでいただけない.こ の様 なム リの永続 きす る筈 もあ るまい.た だ 日

本語 の中に永年 にわた って定着 し,頻 繁 に使用 されてい るカタカナ外来語 につ いて は,そ

の和訳 の必然性 もあま りな く,そ の使 用に当 ってそれな りの理由 もあ っての ことなので あ

ろう.更 にこの様な例 はまだ まだ存す るので,キ リはないのであ るが参考 まで にあ と二,

三 の例 を挙 げておこう.

筆 者な どが よ く外国を旅行 して感 じることであるが,た またま手 洗に行 こうとした場合,

日本で習 った,日 本語で も使 ってい るあの例 のtoiletな る語 を探 し求 めて もなかなか見

当 らないのであ る.(勿 論 「御手洗」 な り,「 便所」 の意 を表わす のに他 の多 くの語 があ り,

英 米 によ り若干相異 はあ るが,washroom,restroom,lavatory,comfortroom,pubHc

conveniences,W.C.etc.が あ る)と ころで もう賢明な る読者諸士 には おわか りと思 うが,

実 はア チラで は,ト イ レにわ ざわ ざToilet(手 洗 所,使 所)な どとは書いてな く,た だ,

MEN,WOMEN或 い は,Gentlemen,Ladiesと だ け しか書 いてない場合 が圧倒 的に多

いのだ.日 本で は,ま ず まず大抵 の場合,「 手洗所」 な り 「御手 洗」な りの文字があ り,

そ の上で,「 男子用」,「 女子用」な どと書 いてある場合 が普通 であ る.さ て ここには単

に名 詞表現 と云 った問題だ けでな く外 に も二,三 の而 白い指摘 が 日英語 の表現 比較 と云 っ

た観 点か ら為 し得 るのであ る.

先 ずは これまで も何 度 も云 って きた様 に,英 語で は 日本語 における様 に,男 子 「用」,

女 子 「用」 と云 った,「 用」 の文字 が使われていない.こ のことは,日 本語で は,ど うし

て も叙述 的,文 章体 的発想 か ら抜 け出せず,こ れは 「男子が用い るための場所です」 と云

った表現 が背後 にあ ってそれを縮 めて,「 男子用」 と した ので あろう.併 し英語 の方 には,

「～用」 はな く,単 に名 詞一言 ズバ リ,"Gentlemen"な り,"MEN"で 表 現 されて いる.次

に 日本語で は,「 手 洗所」な り「御手洗」な り,場 合 によ っては「便所」と云 うの もあるが,い ず

れ にせ よ,や はりtoiletの 意 味 を表わす文字 が書 かれてい る.こ の問題 は色 々の角度か ら

の説明が可能か も知れな い.ま ず英語で は,そ こが トイ レであ ることが解 ってい る場合 は,

い ちいちそれを表示 しな い.そ れ よ りも,そ の実際 的な便宜,必 要性,つ ま り男女の差 と

云 った面か ら,「MEN」,「WOMEN」 の方 を表示す るだ けで済 ませ る.こ れ は先述 の「乗

務員室立入禁止」の ことについて も,ま ずそ こが 「部屋」 である ことは 自明の ことなので,

い ちいちroomな る語 は英 語では用いない.要 は 「無用 の者 が立入 っては困 る」 と云 う

実用的,便 宜 的な ことだけを述べれば足 りるので,"Staffonly"な り,"Offlimits"な り

の表現 とな って出て くるのであ る.更 に ここで 日本語で は 「立入禁止」 だの,「 ～す る こ

とを禁 ず」 だの と,否 定命 令形 で表現 されてい るの に,英 語で はそ の様 な強 い禁止 の否定

命令形 でな く,「 従業員 のみ入 って下 さい」 だの,「limitsか ら離れ ていて下 さい」 だの,

例 のKeepoffthegrassも,「 芝生 か ら離れていて下 さい」 と云 った感 じの,非 常 に柔

かい民主 的(と 云 うの も,日 本語 の,「 ～する ことを禁ず」だの,「 立入禁止」だ のと云

う表現 は如何 に も,お 上意識 の強い権威主 義的,官 尊民卑の伝統を思わせて な らな い)で,

肯 定形 を用 いた表現 とな っている.さ て もう一 つの問題 として,何 故英語で,「 手洗所」

な り,「 便所」な どの文字 が番 かれていない(勿 論,英 米で もこの様な意味の文字が表示

されてい る場合 もないわけでは決 してないが)の か と云 うに,ど うも人間の生理的な欲求
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を そのまま生 のかたちでズバ リと表現 した くない と云 った心理 も働 いて いるので はな かろ

うか.出 来れば何 も云わずに済 ませたい.こ れ は例 のeuphemism(娩 曲表現)の 問題 と

も関連 して いる様 に思えてな らない.現 にア メ リカあた りで使 われ て い る,washroom,

restroomな ど 明 らかにeuphemisticな 表 現 であ り,日 本語 の 「手洗所」な ども同様であ

る.「 便 所」 と云 うのはやは りあ まり直戴 に過 ぎる.更 に もう0つ の問題,「 御」手洗だの,

「御便所」 だのと,ト イ レにまで,「 御 」をつ け る表現 心理(勿 論 こんな問題 は英語 では

一切起 らな い し,又 起 り様 もない)に ついては,そ れな りに研 究分析 してみ る価値はあ る

が,こ こでは長 くな るので,割 愛 させていただ くことにす る.そ れ らは 日本語 に特有 の敬

語表現 の一形態 と して別個 に詳述 したい.更 に会社 な どで,Informationと 書 いた英語 の

表示 と並 んで,日 本語 では,「 御案内」な り,「 受付」な どと書 いてあるが,こ れ も英語

の原意 とはかな り距た りがあ る.「 御案 内」 の方 には,何 か 日本社会特有 の 「過保護」 の

響iきがあ り,「 受 付」 に至 っては,こ れ も又 日本 社会に未だに根強いauthoritarianism

の 匂 いがす る.そ れ とは別に,こ こで もやか り英語 の名詞一言 ズバ リのinformationと

云 う名詞的表現に対 して,日 本語で は,「 御案 内 します」 だの,「 受 け付 けます」 だの と

云 った,述 語中心,文 章体 に近い文意 の表現 がそ の底 に流れ てい る.こ れはホテルの フロ

ン トについて も同様 のことが云え るが,今 で は英語 の 「Front」 が そのまま 日本語 で も使

われてい る.「 スクール ・バ ス」な る英語 がそのまま 日本 で も使 われてい るが,こ れ も英

語 か ら借用 した表現 だか らこの様 に云 えるので,こ れを若 し仮 りに 日本 式に 日本語 で云 う

となれ ば,「 児童用 バス」 な り,「 学校専用 バス」,「 生徒児 童専 用バス」な りとな るこ

とは必定で,ど うして も 「専用」 なる文字 がついて くる.英 語 の様に,「 学校バス」 とは

な るまい.例 の海外旅行 で必ず御厄介 になる,「 出入国管理 」な り 「出入国審査」な どの

機関 も,英 語で は名詞一言 ズバ リ"Immigration"で あ り,日 本語 に於 ける如 く,「 管理」

だの 「審査」 だのと云 った権威主義 的な響 のない ことは勿論であ るが,日 本語ではやは り

叙述 的,文 章 的に 「～ を管理 します」,「 ～ を審査致 します」 と云 った名残 りを止めてい

る.

か くの如 く,色 々と 日英両語 間の表現上 の差 異を,日 常の極 く些細な字句についてだ け

みて も,上 述 して来 た った様 なかな りの違いが見 出 され るのであ り,こ れ らは実 は単に 日

英両語 に於 ける語法上 の相異 と云 っただけの問題ではな く,そ こには明 らか に,そ れ らの

言語 をそれ ぞれ用 いている民族 の 「文 化的伝統 」な り,「 心的態様」がその背後 に色濃 く

投影 され ているこ とを否 めないのであ る.そ こよ り日英両語 間に種 々の表現上の差異 の生

ずるそれ な りの理 由が存す るのであ る.と ころで この辺 りで今一・度英語名詞表現 の諸相 の

一端 を整理 要約 して置 くことに しよ うと思 う
.

〔1〕 謂 ゆる物主 構文(無 生物 ・抽象名詞主語,擬 人法な どを指 し,主 と して他動詞が

用 い られる ところか ら,「 他動詞構 文」 と呼ぶ こともあ る.例 と しては次の様な ものが考

え られ よう.

A20-minutelimousineridewilltakeyoutotheairport.(リ ム ジンに乗 って20

分程 行 けば空港に着 きますよ)こ こで和訳では 「乗 る」 「行 く」 「着 く」な ど3ツ の動詞

が用 い られ ているのに比 し,英 文 ではtakeな る動詞1ツ で事足 りてい る.Whathas

broughtyouhere?(ど う云 う理由であなたは ここへい らっ しゃ ったのです か?)こ れ は

ど う見 て も原文 の英 文の引締 った他 動詞構 文の力強 さに比 し,和 文のそれ は 自動詞構文で,

且 つその敬意表現 が冗長 さに拍車 をかけているのであ るが,こ の様な 「物云い」 こそが,

和 文表現の一大特徴であ ることは否めな い事実 である.
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Acloserlookatitwilltellyouthatitisnotado9 .(も っ と近 寄 ってよ く見 れ

ば,そ れが犬でない ことがお分 りにな ります よ)な お,擬 人法(personification)の イダ1と

して は,ThosewholoveNatureshelovesinreturn.(自 然 を愛す る人 々を 自然 も又

愛 して くれ るもので ある)こ の和訳 は如何 に もrigidな 「翻訳調 」 の域 を出ない ものだ

が,例 えば 「自然」な る漢語 訳その ものが,そ れ に当る大和 コ トバ がな く(つ ま り上代El

本 人 には 「自然」 と云 う漢語 の表わす抽象概念がな く,た だ具体的 に 「山河」 「草木」「雲

水 」 「花 鳥」 「月 日」 と云 う様 な捉 え方 しか 出来なか った.尤 も和語 が抽象語 に弱 い こと

は,何 もこれに始 ま ることでな く,漢 語 や外来語 と比較 して一般的 に見 られ る傾 向で ある)

上 代 日本 人は・ 「臼然」について云 えば,そ の言葉 と共 に,そ の概念そ の もの も中国 か ら借

り入れ たわけであ る.そ の ことが頭 にあ る故 か,こ の訳文が,「 唐心」 や,「 洋魂」でな く,

「大和 こころ」 を持つ筆者 な どには余計 に生硬(rigid)に 響 くので ある.更 に 「愛 する」

と云 うサ行変格動詞 も仲 々の曲者で ある.云 うまで もな く,「 愛 」 と云 う言葉は漢語で あ

り,中 国渡来 の語で あるが,こ れ はかな り古 くか ら日本人 の問で も使われていた らしい .

例 えば,平 安末期 に書かれた,「 今昔物語集」 の中に,「 愛 す る」 と云 う言 葉が使 われて

を り,「 堤 中納言物語」の中に も 「愛す」が見 出され る.た だ しこれ らの中に用 い られて

い る,「 愛す る」の語意は,今 日我 々が主 と してそ の意 と して用 い るt男 女間 のそれを指

してい るのではない.た だ単 に小 さい可愛い感 じの もの を 「慈 しむ」 「大切 にす る」 と云

った意 味である.中 国語 で夫婦 間の外向 きの呼称 として,「 愛人」な る言葉 があるが,こ

れなどは 日本 人の間 では,と て も抵 抗感があ って使えなか ろ うと思われ る.日 本で は皮 肉

に も,「 愛人 」は別 の意 味で用 い られてい ることは御承知の通 りで ある.我 国 の現状 は,

外 向きには,妻 は夫 のことを指 して,「 主人」 と呼び,夫 の方は妻を 「家 内」 と呼んでい

るが,こ れな どは,勘 くと も言葉 の上 か らでは封建 的身分制下の男女関係の残澤を現在 に

至 るも止 めて いるので あ り,中 国語 に於 ける如 く,独 立 の一 個の対等 な人格を持 った男女

が外に向 って相互に,「 愛人」 と呼 び合い,内 向きでは相互 のfirstnameで 呼 んでい る

の と比べて大 きな距 りを感 じる.因 み に大和 コ トバ で 「愛す」,「愛 する」 に当る言 葉を探

してみれば,「 恋 う」,「 慕 う」,「惜 しむ」,「好 く」,「惚れ る」等 があるが,こ れ らの大和

コ トバの方 がまだ しも 「愛す」,「愛す る」 よりも一般 の 日本 人にはピタ リと来 るか も知れ

ぬ.い ず れにせ よ 「愛」 なる漢語 よ り,「 愛す る」な るサ変動詞 や,「 愛す」 と云 う動 詞が

出来 て きたのであろ うが(「 愛す」 は 「愛 す る」 の文語 形だが,同 時 に五段活用 をさせ る

と口語 に もなる),と に か くこの動詞 は(場 合 によ って は,「 愛」 と云 う名詞 も同様 だが)

日本 人には しっくりしな い語感 を持 ってい る様 だ.そ の原 因 としては種 々考え られ ようが,

一 つ には
,ヨ0ロ ッパ のキ リス ト教に於 ける 「神 の愛 」な る概念が 日本人 には分 り難い こ

とがあ り,又 中国語 に於 ける 「愛」 なる語 の真 の意味 とその用法が,や は り 「愛」な る語

を本来持 ち合わせなか った 日本人 には分 り難 く,又 実際上使 い難 くさを感 じるのであろ う.

ど うも話が横道 にそれて しま った様 だが,こ れ まで述べ て きた事柄 は,単 に 日英 両語 間の

差異のみな らず,日 本語 の中に於 ける 「大 和 コ トバvs.漢 語 」 の対 立関係 の 問題 で もあ

り,決 して看過 さるべ き事柄ではないので ある.

〔2〕 主 た る文意 の大半 が特定 の名 詞の中 に内蔵 されて表現 されて いる様 な型 の名詞表

現.そ の例 として,Don'tbealitterbug.(ゴ ミを まき散 らさないで下 さい)に 於 いて,

和 訳 の用言部 分の冗長 な叙 述は,英 語 ではalitterbug(散 らか し虫)な る名詞一語で集

約 されてい る.Sheisanarchaeologymajor.(彼 女 は大学 で考古学 を専攻 しています)

に於 いて も,majorな る名詞一語で,「 大学で学 位を取 る為に～を専攻 してい る学生」
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と云 う和訳 では極めて用言性 の強い表現 が,見 事 に名詞集約的 に表現 されて いるので ある.

Thisbookisabest-seller(こ の 本は 今一番 よ く売れてい る本 だ)に 於 けるabest・

sellerに つ いて も同様 のことが云 える.

〔3〕 「S+V+C」 文 型 に於 ける特 にここで はCが 状況補語 として使 われてい る名詞

表現 の例 と して は,(上 例(2)も 文 型 と して は 「S+V+C」 と な ってはい るが,少 し意 味

合 いがちが うので,こ こで は同列 には取扱 わないことに した.)

Hewritesagoodhand.(彼 は字 が上手 い)

Theypartedgoodfriends.(彼 等 は仲 よ く別 れた)

Hediedabeggar.(彼 は のたれ死 に した)

Helivesabachelor.(彼 は 独身で暮 してい る)

〔4〕 「S+V+0」 文 型に於 け る名詞表現 は非常に多い.と 云 うよ りも,こ の 「S+

V+0」 文 型 は英語 の基本 文型 であ り,そ の文中に現われ る頻 度 も最 も高い.詳 しい実例

は後程掲 げるので,こ こでは,2,3の 例 に止めてお く.

Wehavenoschooltoday.(私 達 は今Fi学 校 は休みです)

Shemadeadeepbow。(彼 女 は深 くお辞 儀 した)

Theyhadfunplayingcards.(彼 等 は トランプを して楽 しんだ)

Hetookalittlesipofcoffee.(彼 は コ0ピ ーを少 しすす って飲 んだ)

Thepolicegavechasetothemurderer.(警 察 はそ の殺 人犯 の後 を追 った)

Hegaveaforcedsmile,(彼 は苦笑 した)

Doyouwantatransmissionfluidoilcheck,too?(ト ラ ンス ミッシ ョンの液体 オ

イルの方 もチ ェ ックしてお きま し ょうか?)

〔5〕 「S+V+0+0」 文 型 に於 ける名詞表現で あるが,主 と してgiveな るdative

verbを 用 いた型 の ものが多い.Giveitapush,willyou?(そ れ をち ょっと 押 して み

て ご らん)Hegaveheralongstare.(彼 は彼女 を長 い間 じっと見 つめていた.)She

didhimagoodturn.(彼 女 は彼に親 切に してあげた)Giveitatry,anyway.(と に

か くや ってみて ご らん)Hegaveherablackeye.(彼 は顔が はれ上 るほ ど彼女 をな ぐ

りつ けた)NewYorkgavemeahardlife.(ニ ュー ヨークでの生 活は私 に とって きび

しい ものだ った)

〔6〕all+名 詞(主 と して抽象名詞 が多いが,中 には普通 名詞の複数形 も くる)Heis

allattention.(彼 は全 神経 を集巾 して注意 してい る)Sheisallanxiety.(彼 女 は全 く心

配 し切 っている)Hisfingersareallthumbs.(彼 は ひ ど く無器用 だ)Shewasall

eyes.(彼 女 は目を皿 の様 に して注 目した)Heisallman.(彼 は全 く男 らしい男 だ、)

〔7〕 「名詞+ofa名 詞 」の型.of+抽 象 名詞 で形容詞を作 ることはよ く知 られた と

ころだが,こ こでは,「 名詞+of」 で 形容詞 の働 きをよ くしている.働 きは形容詞で あ り

なが ら,そ の内味 は名詞 が中心 とな ってい るところか ら,こ れを も名詞表現 の一つ の相 と

把 えてよい.

Heisabitofapoet.(彼 は ち ょっと した詩人 だ)Sheisafoolofanactress.(彼

女 は馬鹿な女優 だ)Hewasajewelofaservant.(彼 は宝石 に も比すべ き召使 だ った)

Amonsterofabeestunghim.(怪 物 の様 に大 きな密蜂 が彼 を刺 した)Mr.Johnson

wasaboyofacaptain.(ジ ョンソン氏 は子供の様な船長であ った)

〔8〕 謂ゆ る 「名詞 止め」に終 る型.日 本語 で も,短 歌や 俳句 な どに謂 ゆ る 「休言止め」

と云 う表現Lの 技法があ るが,英 語 では 「名詞 止め」の型を好んで用 いる傾 向が見 られ る.

t
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Heiskind.に 対 して,Heisakindman.と 云 う様 にmanと 云 う名詞を用いて,

「名詞止 め」 にす る.こ の方 が文 が安定 す ると同時に名詞manを 用 いた為に全体 として

彼 と云 う人間の人格の全体像が鮮明に,強 烈 に浮 び上 って くると云 う効果 がある.

Sheisbeautifu1.に 対 す るSheisabeautifulwoman.或 い はSheisabeauty.

な ど も同様 の ことが云え る.Herhometownissmall。 に対 す るHerhometownisa

smallone.な ど もhometownをoneと 云 う代名詞で受 けた もので,や は り,「 体言止

め」 を作 っているのであるが,仲 々興 味深 い表現法で はある.同 様 の例 と して次 の様 な も

のが ある.

Themeetingwasastrainedone.(そ の会合 はム リヤ リ召集 され た会合 だ った)

Myownmemorywasneveragoodone.(私 自身の記憶 は決 して良い もので なか っ

た.)な お,こ れ らの例文中のoneは 品 詞分類上 は名詞 ではな く代 名詞であ るが,英 語 で

は同 じ名詞 の反復 を避 けるためによ く用 い られ ることがあ り,内 容的 に名詞を受 けてい る

ことは云 うまで もな い.Hisnoseisabigone(彼 の 鼻は大 きな鼻 だ)な ども同様で あ

る.と ころで先程,日 本 の伝統 的詩歌 の代表 であ る,短 歌 と俳句に於 け る 「体言止め」 の

話 に触れたので あるが,今 度 は もう少 し具体 的に両者 の違い と云 った ものを,そ の内部の

「品詞構成」 と云 った観点か ら考察 してみた いと思 うのであ る.こ れは一 体 どうい うこと

か と云 うに,つ まり 「短歌」な り 「俳句」な りを構成 してい る.そ れぞれ31文 字 と17文 字

の中の各語 の 「品詞構成」 はどの様 にな って いるのか,特 に体言 と用言 の使用 比率 は両者

に於いて どの様 に違 ってい るのか と云 った問題で あ り,そ こよ り結果 的に体言vs.用 言 の

使 用頻 度およびその相対的使用比率が,短 歌 と俳句 の表現 内容 や,読 者 に与え る印象 ・効

果に どの様に影響 してい るのか等の問題を探 ってみた いと云 うことなのであ る.勿 論 この

問題 は本 論の主 題 とは若 干それ るところもあるので はあるが,併 し同時 に各品詞 の中での

「名詞」 の持つ特性な り,効 果を知 る上で の有力 な手掛 りを与 えて くれ るのではないか と

筆者 な りの秘かな願望 が こめ られて もい るのであ る.

普 通品詞 の分類 として,日 本語 では10品 詞(名 詞,動 詞,形 容詞,形 容動詞,副 詞,連

体詞,接 続 詞,感 動詞,助 動詞,助 詞)が あ り,英 語 のそれ は8品 詞(名 詞,代 名詞,

動 詞,形 容詞,副 詞,接 続詞,前 置詞,間 投詞)と され る.と ころでそ のいずれ を問 わず

「名 詞」 が最 も重要 で,文 中に於 いて不可欠 の要素で あることを否定す る者 はいまい.名

詞 を欠 く文章 はおよそ何 について述べ てい るのかその主 題 さえ解 らない ので あるか ら,名

詞 の第一義 的な重要性 は何人 もこれを否定 し得 ないのであ る.と ころで,「 俳句」 の場合

の様 に極端 に字数 の制限 された,そ れ こそ世界 で最短 詩形を持つ と云われ るわずか17文 字

(語 数 と云 うことになると17は お ろか,ほ んの数語前 後 にな ると考え られ る)の 中に作者

の気持を盛 り込 む となると,必 然 的にその描写 は,暗 示的,且 つ極度 に圧縮 された表現,

即 ち,例 え ば 「寸鉄人を殺す」 と云 った類 の もので(勘 くとも形式上は)な ければな るま

い.英 語 に これを求 むれば,例 えばepigramやmetaphorと 云 った様 な表 現がそれ に

当る.と ころで この場合,そ の様 に極端 に限 られた字数 の中での表現なので あるか ら,当

然 に も,又 必然 的に も,そ の表現 の中心は名詞 に傾か ざるを得 ない.例 えば英語 のmet-

aphor(隠 喩)に も名詞を中心 と した ものが多 いの も,こ の間の事情 を物語 ってい ると云

え る.俳 句 に,「 体言止 め」な い しは,体 言 を用 いた語旬 の多いの も同 じ理 由に依 るもの

と思われ る.一 方,短 歌の方は どうか と言 うに,こ ち らは31文 字 で俳句 の17文 字 に比 して

かな りの字数の余裕があ る.従 ってその表現形態 に於 いて必 ず しも名詞 中心主 義に傾 く必

然性は弱いので あ って,用 言特 に動詞な ど も十分 に活躍 出来 る余地 があ る.こ の ことは短
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歌の描写が俳句に比 し,一 般に情緒的で,柔 かく,叙 情性の強いものとなっている有力な

一因でもある.少 しく乱暴な云い方をお許 し願えるなら,俳 句の表現形式は名詞中心の英

語的表現法に近 く,短 歌のそれは動詞主体の典型的な大和コ トバによる表現形態とも云え

ようか.勿 論短歌にも 「体言止め」の表現法があるわけだが,そ れは特に安定 した,力 強

い,パ ンチ(punch)の 効いた表現効果を狙 って使用される場合であり,決 してー般的な

ものではない.尤 もそのことは,逆 に名詞が如何に 「punchの 効いた表現」に不可欠の

ものであるかの証左 ともなっていると云えよう.以 上のことから人間の意志,感 情の表出

に名詞は決定的に重要な役割を担 っており,同 時に我 々の脳裏に鮮明で印象深いイメージ

を換起させる力を持 っている.勿 論 これは名詞の持つvisibleでtangibleな 性格,「静的

安定性」と 「意味の自立性」および 「具体性」等々の本来の属性 と無縁のものではない.

さて如何なる言語に於て も,名 詞の全語彙に占める比率 とその使用頻度は他の品詞に比

し最も高 く,中 国語や英語にその典型例を見ることが出来る.特 に孤立語に属する中国語

は,そ の文字は,原 則として一字 ・一音 ・一声 ・一・意味であり,文 法的な言語 と云 うより

も語彙的な言語であり,そ れよりして中国語の造語力は抜群で,特 にその名詞造 りの柔軟

性は他にその例を見ない.こ れ らの事実より中国語は英語を も凌駕する極めて名詞集約性

の強い言語であり,本 来の単音節性の音節構造とも相侯 って,全 体としてまことに簡潔な

言語 となっている.漢 語を早 くより受け入れた日本語が,そ の造語力を武器として数多 く

の日本製字音語を歴史的に創造 し来たった事は御承知の通 りである.こ の事が本来,用 言

的性格の強い日本語に体言的性格を付与し来たった事実を我々は否定することは出来ない

のである.特 に明治以降,漢 語二字の組合せによる西欧語の翻訳語が彩 しい数にまで創出

され,同 時に文体の上では謂ゆる 「翻訳調」なる特殊な文体を生むに至ったのであるが,

それ らを・一貫 して流れている特徴は,日 本語固有の和語を中心 とした用言性の強い表現 ・

描写法に対 して,漢 語 ・外来語をふんだんに用いた極めて体言集約性の強い文体のもので

あり,そ の典型を我々は,謂 ゆる 「学術論文」や 「新聞記事の見出し」,「 文学辞典」等

々の類いの中に見ることが出来る.

併 しこの事に関 して翻訳調の 「文章体」ではな く,勘 くとも日常の基本的な 「談話体」

の中では,未 だに基本的和語の使用比率は漢語 ・外来語に比 して圧倒的に高 く,和 語の健

闘ぶりが目立つ.し か しここで問題となることの一つは,そ れ らの和語の中には名詞が極

めて少 く,話 題の中心となるべき重要な語たる名詞は,そ の殆んどが漢語であり,中 には

カタカナ外来語も,特 に最近は目立つ存在とな りつつあると云 う事実である.こ れは日本

語の将来を考える際に看過 し得ぬ重大な問題を提起 しているのではなかろうか.

〔9〕 「名詞+名 詞」の型.こ れには勘 くとも3ツ の場合が考えられる.

〔i〕本来 「形容詞+名 詞」の型であったものが,形 容詞を用いず,そ の部分を名詞に

して,よ り強烈 ・鮮明な印象を与えようとする表現効果を狙 ったもので,現 代アメ リカ英

語(ContemporaryAmericanism)に 特にその傾向が顕著に見 られる.早 速実例を見て

みよう.

「形 容 詞+名 詞 」 型

sexualdesire

aluxurioushotel

amysteriouswoman

culturedpearls

icedwater

(和訳)

(性的欲求)

(豪i華ホテル)

(謎の女)

(養殖真珠)

(氷水)

「名 詞+名 詞 」 型

sexdesire

aluxuryhotel

amysterywoman

culturepearls

icewater

喫



～

小林:英 語に於ける名詞的表現の諸相(皿) 219

culturallag

culturalpattern

sexualeducation

thesexualinstinct

theEducationalMinistry

ascientificbook

educationalsystem

(ii)

(文化のズレ)

(文化様式)

(性教育)

(性本能)

(文部省)

(科学の本)

(教育制度)

culturelag

culturepattern

sexeducation

thesexinstinct

theEducationMinistry

asciencebook

educationsystem

「名 詞+and+名 詞 」 の型'早 速実例 を検討 してみよ う.

milkandwater(水 割 り牛乳)英 話 では御覧 の通 り,milkとwaterな る名詞二 語が

andな る接続 詞で結 び付 け られてい るだけなのに,和 訳 の方 では,「 水 で割 って薄 め た

牛乳」 と云 った具合 に途 中の経過 を動態 的に表現 したいが為に結 果的に 「水割 り牛乳」な

る云 い廻 しとはな るのであろ う.ア メ リカでhighballと 呼 ばれて いる 「ウイスキーを ソ

ー ダで割 った飲物」 もwhiskyandsodaで あ って,日 本語 の様 に,「 ウイスキーの ソー一

ダ割 り」な る表現 とは異な ってい る.breadandbutter(バ ター付 きパ ン)はbuttered

breadの 意 であ り,curryandrice(カ レー ライス)な どは和訳 で も二語 の名詞をその

まま羅列 してい るが,ひ ょっとす るとcurriedriceが 託 って 日本語 の 「カレ0ラ イス」

にな ったのか も知そぬ.同 様 のことは,日 本語 の 「サ ラ リ0マ ン」 に 当 るasalaried

manな る英語 について も考 え られ る事で,語 尾 のed型 が発音 しに くいために抜 け落ち

て,偶 然 日本語 で名 詞二語 が並列 してい るのか も知れぬ.

111)「 名 詞+名 詞」型の複合名詞を形成 している ものであ るが,こ の型 式の場合,英

語 では単に名詞がその まま並列 されてそ の間 に何 らの統語 的機能 を司 さどる謂 ゆ る機能語

(functionword)は 介在 していないの に比 し,和 訳す る場合 にはやは り何 らかの動詞 的

要素が介在 せ ざるを得ない様であ る.早 速実例を通 してその間 の事情 を垣 間見 よ う.

watercart(水 売 りの車)firedrill(防 火 訓練)watercooler(飲 用水 冷却器)fire

station(消 防 署)handpump(手 押 しポ ンフ。)seabank(防 波 堤)daylaborer(日 雇

い労務者)watercloset(水 洗便 所)sunhelmet(日 除 け帽)nightletter(夜 間 発送電

報)cardtray(名 刺 受け盆),parkingticket(駐 車 違反 カー ド)waterpipe(送 水 管)

airstoP(ヘ リコフ。タ0発 着所)lifebelt(救 命 帯)airstation(飛 行 機着 陸場)life

jacket(救 命 胴衣)windowglass(窓 用 ガ ラス)moneymarket(金 融 市場)nightlight

(終 夜 灯)firewall(防 火 壁)groundcrew(集 合 的 に云 った飛行場 の地上整備員)

firebe11(出 火 警鐘)firecompany(消 防 隊)groundstaff(集 合 的 に云 った地上i勤務

員)

引 続 き,こ の辺 りで品詞 の転用(FunctionalShift)と も関連 して特 に名詞 の形容詞 的

用法,お よび複合名詞(NounCompounds)「 名 詞(N)+名 詞(N)」 結 合 につ いて更 に若干

の実例に基付 きなが ら少 しく詳細に解説を試みたい.こ れ も本来 な らば形容詞 を用 いて名

詞を修飾 させ るか,そ れ と も前置詞 のofな どを用いて後か ら前 の名詞を修飾 させ る等 の

方 法 もあ るわけなのだが,敢 えて名詞を並列的 に列べて簡潔で力強 い表現力 を持 たせ る特

別 の効果を狙 った ものなのであろ う.確 か にこの様な 「N+N」 結 合(例 え ばHistory

oftheUnitedStatesに 対 して,UnitedstatesHisoryの 様 な表現が ある)が 現代 ア

メ リカ英語 に特 に好 まれ ている傾 向は存在 す る様 であ る.早 速実例 に当 りなが らそ の生態

を今一一度確認 して おきた い.

(1}thebedroomwindow(thewindowofthebed・roomよ り も直接 「N+N」 の
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型 が好 まれ る.日 本語で はこの場合 ど うして も 「寝室 の窓 」の如 く 「～ の」 と云 う助詞 が

必要 とな り,英 語 の様 にそのまま名詞 を二つ並べ るわけには この場 合 は 出 来 ま い.the

bedroomclosetdoorに 至 っては 「寝室 にあ る押 入れの ドア」 の如 く 「N+N+N」 と

名詞 が三つ羅列 されてい る.非 常 に引締 った力強 く簡潔 な名詞表現 の一典型 と云 えよ う.

更 にその他 の例 と して,afruitstoreowner「 果 物店経営者」や,agiantpackagetour

「大 型パ ッケー ジ旅行」,theSenateInvestigationsSubcommittee「 上 院調査小委員

会」,QualityImprovementProgram「 品 質改善計画」,agrocerystoreclerk「 食

料雑貨店店員」 などはすべて 「N+N+N」 型 結合 にな ってい る.こ の型 の例 も数多 く,

又 後程挙 げることにす る)

(2}thesteeldesk(鋼 鉄 製の机の意だが,日 本語で はやは り 「N+N」 型 結合 は無理

な様 だ.皮 肉に もカタカナ語 と しては,ス チール ・デス クは可能 であ るが,鋼 鉄机 にはや

は り少 し無理 がある)

(3)aluxuryliner(豪 華 客舟1}の意 だが,こ の場合 は 日本語 で も 「N+N」 結 合 は可能

の様だ.た だ英語 の場合,aluxuriousIinerも 可 能 なわけだが,や は りここの様 に 「N

+N」 結 合 の方 にPunchが あ る.1uxuryhotelも 同 様例)

(4)acareergir1(こ れ な どはそのまま 日本語 で も使用 されてい るが,や は り適 当な訳

語 が見 当 らない故 もあろ う.つ ま り仮に これを説 明 しよ うとす るとや は り冗長 な訳語 にな

らざるを得 ず,そ のままの英語 の云い方 に自動的 に従 ったのではなか ろうか.こ れ に似た

表現 にanofficegirlな どがあ るが,こ れ もどうもそのままの 「N+N」 の 和訳 はむず

か しそ うで,従 って英語 のま まの簡便 な云い方 に従 ってい るのではなか ろうか.)

(5)studentpower(こ れ な ども～powerと してい くらで も使え る表現で,や は り 「N

+N」 の 簡潔で力強 い表現 の味が ズバ リ出て いるもので,や は り日本語 の訳語 でそのまま

「学生力」 とは云え まい.従 ってそ のまま英語 の云 い方 に従 って いる ものと思 われる.)

(6)asix・roomapartment(6問 の アパ ー トの意 だが,こ の場合 はasix-roomed

apartmentも 可 能だが,前 者の云い方が特 にアメ リカで は好 まれ る様 であ る.)

(7)occupationarmy(占 領 軍 の意 だが,こ れ もoccupiedarmyと 云 う表現 もあるが,

や は り 「N+N」 結 合 の前者 の表現 の方 がPunchが 効 いている.)

(8)cultureshock(こ れ もす でに 日本語 の中に入 った表現 だが,こ の 場 合cultural

shockと 云 う表現 も可能 だが,こ の型では 日本語 に も入 って い な い.や は りculture

shockと 云 う表現 の方 がその ものズバ リの迫 力が感 じ られ る.culturepearl養 殖 真珠 も

同様例.)

(9)generationgap(こ れ な どもそのままの形で 日本語 の中で も使われて いるが,こ れ

を和訳 する と,「 世代間の ズ レ」の様 にや は り 「～の」と云 う助詞が必要 とな ろ う.英 語で

はgenerationalgapと は 云わず,こ の様 に 「N+N」 で 使われ る場合が ほとん どで ある.)

(10)sciencefiction(謂 ゆ るSF物 の小説 の ことだが,こ れをscientificfictionと は

云 わぬ様 である.因 みにhistorybook(歴 史 の本)もhistoricalbookと も云 う様 だが,

や は りhistorybookの 方 が単刀直入で よい.SF小 説 はsciencefictionnove1の 如 く

「N+N+N」 型 ともな る)

(11)EducationMinister(文 部 大臣の ことだが,こ れ もEducationalMinisterと も云

えそ うだが,前 者の様な云い方が好んで用い られて いるよ うだ.)

(12)amysterygir1(「 謎 の女」 とで も云 うか.こ れ もamysteriousgirlと も当然

云え るわ けだが,や は りamysterygir1と 云 った方が謎めいて くるので不思議 な もの

¶
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だ.amysterydeath(謎 の 死)も 同様例.)

(13acornerdrugstore(通 りの角にあ る ドラ ッグス トア0の 意だが,こ の様 な「N+N」

結 合は如何 にもPunchが 効 いてい るで はな いか.そ もそ もdrugstoreそ の ものがすで

に複合 名詞にな ってい るところへ,も う一つ前 に名詞 をつ けたわけで,日 本語 の訳語 と比

べ て英語 の 「N+N」 の 名詞二語結合 の簡潔 さが如実 に発揮 され ている好例 であ る.)

(⑳amiracleman(「 奇 蹟を呼ぶ男」 とで も訳す か.こ れ もamiraculousmanよ

り も,は るかに強い印象 を与え る.更 にやは り日本語で はこの場合英語 における如 き 「N

+N」 結 合 による表現 は無理 なよ うだ.)

(15)theLondonbus(「 ロ ン ドン行 きのバス」 の意 だが,こ れな ども誠 に簡潔そ の もの

ズバ リの表現で はある.thebusforLondonな どに比べてその簡便 さに改めて気付 くの

で ある.更 に この場合the8:30P.m.Londonbusな どの云い方 も勿論可能であ る.

い ずれにせよ簡潔 な名詞表現で はある.)

(16)identitycrisis(こ れ な どは最 もEl本 語 にな りに くい英譜で あると云 える.お そ ら

く文章体で2,3行 にわた って説明的 に云 うよ り手 があ るまい.と にか くこの英語 の名詞

二語 の云い方は実に見事であ る.)

(17)conveniencestore(こ れ な ども 日本語 にはな りに くい ものの一 つであ る.考 えてみ

ればsupermarketな ど もなかなか 日本語 にな りに くいだろ う.尤 もこれは複合語 とは云

えないか も知れぬが.外 にacornerdrugstore等)

(18)thefirestation(こ れ は消防署の意だが随分英語 の表現 とは異 な っている ものだ.

thefireexitな ど も 「非常 口」な どと訳 されてい るが,こ れ も英語 の表現 とはかな りく

い違 ってい る.英 語 では どち らもfireな る語 が共通 に用い られてい るに比 し,日 本語訳

ではそれぞれ異な った訳語が用い られてを り,し か もfire=火 な る訳語 は使 われ て い な

い.こ の問題 はそれな りに深 い意 味があ りそ うだが,こ こでは これ以上深入 りしない.)

(19)NeighborhoodPolicePost(シ ン ガポールでNPPと 略 して呼ばれてい る日本の交

番 に倣 って作 られた派 出所 の様 な ものであ る.こ の場合は3ツ の名詞が羅列 して使われて

いるが,特 に最初 の語 が,形 容詞 でな く名 詞にな ってい るところに注 目されたい.こ の種

の表現 は外 に も色 々あるが,例 えばtheneighborhoodschoo1(そ の 近辺の学校)な ど

もあ り,仲 々興味深 い.更 に もう_._.つtheneighborhoodpeoPleと は 「隣近 所の人達 」

の意 だが,theneighboringPeopleと な らず,こ の様 に 「N+N」 結 合 にな ってい ると

ころが新鮮な感 じを与 える.こ れ らと似 た表現 にpovertypeoPleな る表 現 もあ るが,こ

れ も従来な らpoorpeopleと 我 々は覚 えて きた筈の もの だが,や は り 「N+N」 結 合 に

して,そ のpoorな 状 態が強 く前面 に打 ち出 されて くるので ある.外 にfooltalk(バ カ

話)な どもあ る.)

⑳grOceryStOre(こ れ も英 国あた りではgrOcer'SStOreの 方 が優勢 だが,ア メ リカ

ではgrocerystoreの 方 が優勢 である.こ れ とほぼ同様 の例 として,barber'sshoPに

対 す るbarbershoPが あ り,ど うや らア メ リカ英語の方が屈折語尾変化 を伴 わない 「N

+N」 結 合を好 む様であ る.aneight-storeyedbuildingに 対 して,aneight-story

building(8階 建 の建物)な どもその例 であ るが,そ の他に もこの様 な例は多いのであ る)

⑳economyclass(こ れ も日本語 の中にすでに入 って盛ん に使われてい る言葉 だが,

考 えてみ ると,economicalclassで も良 いわけだが,そ の様には先ず使われず,こ の様

に 「N+N」 の結合で使用 され る.)

(22)anOrganizatiOnman(組 織 に入 って働 いている人 間の ことだが,こ れ に似た もの
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と して,acompanyman(会 社 人間)な ども考 え られ る.)

㈱agiantcorporation(大 会 社 とで も云 うか,と にか く非常 に規 模の大 きな会社を指

すのだが,こ の場合 も,agiganticcOrpOratiOnで は表現力 の弱 さが感 じられ る.や は

りこ こはズバ リ 「N+N」 結 合 でなければな らぬ様 な気 がす る.)

⑳governmentbuildings(政 府 関係 の建物 の意 だが,governmentalbuildingsと

な らぬ ところが面 白い.同 様 の例が,governmentofficialsな ど に も云 え る.更 にgov-

ernmentiSSUe(官 給 品)な ども面 白い.)

㈱apatrolcarofficer(パ トロール ・カー に乗 って警 らしてい る警官の意味だが,こ

れな どは如何 に も英語 らしい複合 名詞の連 続だ と云え る.そ れ はpatrolcarそ の ものが

すで に複合名詞で あ り,そ れ に続 けてofficerが つ いてい るわけで,似 た例 に,anight

watchman(夜 警)な どが あるが,こ の場合 は うま く訳語がつ け ら れ る が,ど う もa

patrolcarofficerに は 簡単 に適切な訳語 は見付か らず,つ ま りpatrolcarそ の ものが

パ トカーの如 く外来 カタカナ語 として使 ってい るわ けで,す で にそれ だけで適 当な 日本語

訳 が無 い ところへ,更 にofficerが 加 わ ってい るので,と て もうま く訳せな い.仮 りに何

らかの訳語 を工夫 してみて も,反 って難 解な漢語 を使わ ざるを得ず,そ れ な らばい っそカ

タカナ外来語 のままで使用 した方 が分 り易い.実 は この様な類の もの,つ ま り漢語訳の難

解 さを避 け,カ タカナ語 でそのまま使用 してい る西 欧語 は数多い.)

㈱matchgir1(こ れ は,例 のア ンデルセ ンの童話の中 にあ る話で,日 本 では,「 マ ッ

チ売 りの少女」 などと云 う題名 で翻訳 され ている様 だが,英 文 では,「 売 る」 と云 う動詞

は全 く見 当 らない.尤 も日本語 では,「 マ ッチ少女」 では どうして も舌足 らず と云 うか,

や は り何か物足 りな く,ど うして も動詞 の部分 が必要 なのであろ うが,こ の辺 りの 日英語

の表現法な り,語 法の差異 は,も っと深 く研究 してみ る必要 があ りそ うであ る.)

㈱firetower(「 火 の見や ぐら」 とで も訳すか.い ずれ にせ よ,1二1本 語 では,「 火fYを

見 るたあのや ぐ ら」 と云 う考えが根底 にあ って,そ のため,結 果的 に,簡 略 的に 「火 の見

や ぐら」 としたのであろ うが,英 文ではあ くまで も二 語の名詞が羅列 されて いるだけで,

動 詞 の入 り込 む余地はない様であ る.同 様の例 と して次の表現 に も気を付 けて ほ しい.

firesale「 焼 け残 り品の 特売」 の意 なのだが,こ れには如何 に も 参 った と云 う感が深

い.つ ま り日本語 では,例 によ って二語 の動詞が連動的に使用 されてい る.「 堀 り出 し物 」

など も同様二語動詞 が体言 を修飾 して行 く形を とってい る.)

(28)milkman(「 牛 乳配達人 」のこ とだが,や は り日本語 では,「 配達」 な る動詞的概

念 を持 った語 を取 り去 るわけには この場合い くまい.postmanも 同様,「 郵便 配達夫」

で あろう.こ の様 な例 は当然乍 ら,外 に も数多 くあるこ とは想像 に難 くない.)

㈱handbag(「 手 提 げ カバ ン」の ことであ る.日 本語 を見れば分 る通 り,「 手で提げ る

ためのカバ ン」 と云 う考 えが根底 にあるため,又 そのことを動 作主体 で表現 しよ うとす る

たあ,結 果的 に,「 手提 げカバ ン」 となるのであろ う.こ れ と似 た例 として,handlever

な ど も,「 手動 レバ ー」 と訳 されて を り,や は り根底 に,「 手 で動 かす ～」 と云 った動作

主体 の描写を したい為 に,和 訳で はこの様な云 い方 にな るのだろ う.)

(30)powderhorn(「 角 製火薬入れ」 これな ども先ず角で作 ったの意で 「角製」 とあ り,

次 に火薬を入れ るたあの ものを示す為 に 「火薬入れ」 と訳 されてい るが,英 語で はた だ名

詞ズバ リが 「N+N」 と並列 に置かれ複合名詞を作 ってい る.)

更 に昨今のア メ リカ英 語の特徴 と して,前 置詞な どの省略 によ り,結 果的 に名詞表現 を

作 るものがあ る.前 置詞に限 らず,接 続 詞やその他の さして重 要でない語句の省略が どん

1
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どん 進み,一 種 の電文 を読 んでいるかの如 き観 を呈 す る様 な文章 に出 くわす ことも多い.

こ こに述べた複合名詞 の 「N+N」 型 の様 な単 に二 つの名 詞を並べ た ものに限 らず,更 に

三つ,四 つの名詞(「N+N+N+… 」 型)を 並べた もの も現代 アメ リカ英語 の中に は 散

見 し得 る.departmentstoreclearancesale(百 貨 店 の一掃 セ0ル)や,aParisside-

walkcafe(パ リの歩道 に張 り出 した カフェ)等 がその例で ある.同 じ英語 と云 って も,

ど うや らAmericanismの 方 にBriticismよ り もヨリ多彩 な名 詞表現 が活用 されてい る

事実 を指摘 して置きたい.)

〔10〕 人 間 関係 に於 ける「呼称」や,「挨拶語」,人間の喜怒哀楽を表 わす種 々の「感情表現」

の中で用 い られ る名詞 をそのままズバ リ投 げつ ける形で の名詞表現 の型 であ るが,こ れは

それ だけで一つ の大 きなテ0マ た り得 る表現 の型 で,い ずれ稿を改めて詳述 した く思 って

いるのであるが,参 考 まで に若干 の例 だけあげて置 こ う.和 訳部分 とよ く比較検討願 いたい.

Congratulations!(お め で とう!)Allmyeye!(ば か ばか しい!)Beans!(バ カ な

ことを云 うな,お 前 の云 う事 など信 じないそ!)HoneyorSugar(ネ ェ,お 前 .ネ ェ,

ア ンタな ど夫婦間 の呼称)Bullshit!(デ タ ラメ云 うな!)Myhat!(や ＼,あ ＼,ま あ!

な ど驚 きの叫び)Fudge!(バ カな!)Nosweat!(案 じ ることはないよ!)Hotdo9!

(あ あ,う れ しい!)Noreduction!(負 か らん よ!)Goodriddance!(い!厄 介 払い

だ!)sugarplumorhoneypie(い ず れ も夫婦恋人間 での呼称)mylove(夫 婦 間の

呼称)oldthing(お い 君)myboy!(ネ ェ君,男 へ の親 しい呼びかけ)Driver!(運 転

手 さん/)Waiter!(給 仕 さん!)Hey,poP(ち ょ っと,お っさん)HapPymotoring!

(た の しく自動車旅行 してね!)Thanks.(あ りが とよ)Myword!(お や おや!こ れは

驚 いた!),Oh,brother!(そ ん なバ カな!)Poorbeggar!(か わ いそ うに!)Good

dea1!(す ば らしい!)Tops!(最 高 だ!),Goodman!(よ くや った!う まいそ),

Hell!(畜 生!),Heavenandearth!(オ ヤ オ ヤ!あ れ,ど うしよ う!),Jesus!(ア

レマア,畜 生!),Heavens!(オ ヤ マア!),surething!(も ち ろん!),baby(愛

人 に対 す る呼びかけ語),Shucks!(下 らん!バ カ な!),Snooks!(下 ら ん!),

Snacks!(山 分 けに しろ!)MyGod!(お や まあ!)等,Goodmorning,Goodafte-

rnoon,Goodevening,Goodnightな どの 日常挨拶語 について は今更云 うまで もあるま

い.そ の殆 ん どが若干 の形 容語 句を伴な って 「名詞止 め」 に終 ってい る.Happybirth-

day!」HapPyNewYear!,MerryChristmas!HapPyEaster!等 々その例 は数多い.

と ころで前述 した通 り,こ れ らは英語名 詞表 現の一端を垣間見た もの に過 ぎず,中 には

類型化 に必 ず しも馴染 まぬタイフ。の名 詞表 現 もないわ けではない.い ずれ にせ よ,複 雑な

諸相を多岐 に亘 って見せ ている英語名詞表現 の全 容を この様な小論文の 中で一挙 に把え る

ことは到底不可能 な事 である.手 近 な ところか らstepbystepで 研 究を推 し進めて行 く

以外 に有効 な方法 は見 当 らないわけで,と にか く出来 るだけ数多 くの実例 に当 って,日 英

両語間 に於 ける表現上 の差異(場 合 によ ってはその類 似性 も含めて)を 具体的に考究 して

みた く,こ れ よ り若干の具体例 に入 ろ う.

〔D英 語名詞表現諸例亜

以下に掲げる英語に於ける名詞中心的表現の諸例については,英 文の原文に対する和訳

の方もよ く見て頂きたい.つ まり英語の原文の方では主として表現の最 も重要な部分が名

詞で表現されているのに比 し,和 訳の方の場合は,表 現の中心が主 として動詞を中心 とし

た用言にあり,そ の叙述形式は主として 「動作」を中心とした「動態的表現」であり,英 語
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に於 ける如 き主 と してその動作 の 「結果 ・状態」 に重 きを置いた 「静 態的表現」 との対照

が よ く感 じと られ る筈で ある.こ の ことは又,「 語形成」(word-making)の 様 態が 日

英両語 に於 いて非常な差異 のあることと も大 いに関係す るのであ るが,こ の 日英両語 の語

彙体系 の中での 「語形成」(word-making)の 内 部構造 や様 態についての比較対照 の 問

題 はそれ だけで又十分 な研究対象 と も成 り得 るテ0マ であ り,こ こでは割愛 させて頂 くこ

とに して又次 の機会 を待 ちたい.そ れ では次にいよいよ英語名 詞表 現の具体例を数多 く挙

げてみ ることに した い.英 文 と 日本語 の訳文 とをよ くよ く比 較検討 して頂 きたい.

(1)BeverlyHillsVisitorsBureau〔 「ビバ リー ヒル ズ観光案 内所」 とで も訳す か.勿

論,例 によ って和訳す る時 には漢語 を用 いない と訳 しに くいわけだが,そ の 場 合 で も,

「観光」や 「案 内」 と云 う,0見 した ところ名詞 の様 に見 え るが,実 はその実体は,「 観

光す る」 とか,「 案 内す る」 と云 った,例 の 「漢語名 詞+す る」の型 に於 ける如 き,日 本

人 として は,こ れ らを動詞 的概念 を連想 しつつ受 け取 ってい るとも考 え られな くもない.

英 文 の場合,ViSitOrSに お いては 「訪 問す る人達 」の如 く,元 の動詞viSitが 変 化 して

visitorsな る名詞 にな ったわけで,そ の中にまだ若干 の用言性 が窺 えな くもない.し か し

「案 内」 とか 「案 内す る」 とかの語 に当 る英語 は ここには無い.こ の辺 りが 日本語 の表現

と決定 的に異 な るところで,つ ま りf-1本語 の表現 と して は動作叙述的 な語 を常 に必要 とす

る傾向があ るに比 し,英 語 の場合ではそれを欠 いて も別 に何の支障 もないわけで,こ の辺

りの事情 については他 の箇所で も詳 しい説明を加えて おいた積 りである〕

(2)thenumberoneattractions〔 これな どはむ しろ漢語を用 いて訳 さない方 が良 かろ

う.と な ると今 度は大和 コ トバを用 いて冗長 な文章体を と らざるを得 まい.も っともそれ

らの ことか らナ ンバー ワンな どは カタカナ外来語 と して そのまま使用 されてい る昨今 では

あ る.い ずれ にせ よその意味 は,「 ど うして も訪れてみ なけれ ばな らない魅 力あ る観光地」

の ことであ る〕

(3)Texasdrawl〔 「テキサス託 り」 の ことだが,Texasの 形 容 詞と してはTexanが

あ り,Texandrawlと も云えな くはないわ けだが,こ の様 に 「N+N」 型 で表現す る方

が普通であ る.た だ し例 の 「南部託 り」 と云 うのは,`Southerndrawl'が 普 通 で,South

draw1と は云 わぬ様で ある〕

(4》amaximumsecurityprison〔 「N+N+N」 型 の三語 の名詞 が羅列 されてい る型

の表現で,「 最大限 に防備堅 固な刑務所」 の意 であ る.こ の和 文訳 を見 せ られて逆 に上述

の様 な英文 の表現 が我 々日本人 にす ぐに書 け るか疑 問であ る.我 々として はどう して も文

章体 をとるか,さ もな くば形容詞 を用 いたい ところで,仲 々この様 に三語の名詞を羅列 さ

せ るだけの簡潔 な名詞表現 は余 程英語 に馴れていない と書 けないので はなか ろ うか.但 し

maximumは 形 容詞 と もとれる.形 容詞 と名 詞の品詞区分は統語 ・形態上 の両面か らし

て英語 に於 いて必ず しも明確 ではない〕

(5)sexsymbo1〔 これな どは,ど ち らも日本語 の単語 と して使われて いるので,敢 えて

和訳 しないのが普通 であろ う.こ のsexの 形 容詞形 はsexua1が あ るわけだが,こ れ は

前 述 もした如 く,sexapPea1,sexdrive,etc.名 詞 形で用い られ る方が迫力 があ り,昨

今 ではその様に使 われ る方 が多い様であ る〕

(6)ascienceman〔 謂 ゆ る 「科学者」scientistの こ とで もあるが,こ れを例 えば,

ascientificmanと 書 けば,ど うや らそれはascientific-mindedmanの 意 であろ う.

勿 論amanofscienceの 云 い方 もよ く知 られてい る.問 題は例のSF物 の`science

fiction'で あ るが,こ れを`scientificfiction'と は云 えないのか.歴 史の本の意でa

剣
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historybookをahistoricbookな い しはahistoricalbookで は ど うなのか等 々色

々と問題 が惹起 され る.ascienceside=科 学 部門 も,ascientificsideと は云えない

のか等 々,と にか く厄介 な問題 であろ うし,意 味その ものが異な って くる場 合もあろ う.

又 同 じ形容詞 と云 って も,historicとhistorical,更 に はeconomicとeconomicalで

はその表わす意味が違 って くる.た だ筆者 が何 を ここで云 いたいのか と云 うのは,つ ま り

翻訳,特 に和文英訳 の場合 に,こ れ らの例 は実際翻訳者泣 かせ の典 型例だ と云 うことなの

であ る.形 容詞を用 いた場合,つ ま り 「adj.+N」 の表現 と 「N+N」 の 名詞結合の場合

とでは,意 味その ものが違 うのだ と云 う人 もいるが,そ して確 かにその様 な場 合 も多 々あ

り得 るが,併 し別に意味に違いはな く,単 に慣用法 の差異(若 干 の修辞上 の差異 は存 す る

が)と 云 った場 合 もあ り,と にか く事はそれ程単純で はない.こ こではこれ以上深入 りは

しないが,今 後の課題 ではあ る〕

(7)Aninmatetryingtogetoutthatwayisaskingforbrokenbones,not

freedom.〔 「そんな風 に逃 げ出そ うとす る囚人 は,自 由ではな くて,足 の骨 を 折 る こ と

を求 めている様 な ものなんだよ」 この訳 文 もまだ まだ生硬な(rigid)も の では あ る が,

それ は さておき,こ こでの問題点 は,brokenbonesな る表現で,和 訳で は 「足 の骨を折

る」 の如 く,「 動 詞1ヒメ」 にな ってい るのに比 し,原 文 の英 文で は,`brokenbones'っ

ま り直訳す ると 「折 られ た足」 の如 く(「 名詞 止メ」 にな っている.こ の辺 りが実 際 に 日

本語訳 だけを見て,原 文の如 き英文 が書 け るか とな ると,こ れ ら英 文の 「名詞止 メ」表現

に馴れていな いと`brokenbones'な る英語 らしい表現 がそ うたやす く思 い付 くものでは

ない.つ ま りそれだ け動詞 中心の 日本語表現 とは距 りのあ る表現 と云 うことにな るのであ

る.こ れに類 す る表現は少 し気を付けて見てい ると数多 く目につ くので,Hesneakedin・

totheroomwithbatedbreath.「 彼 は息を殺 して その部屋 に忍 び込 んだ」 に 於 け る

withbatedbreathな る表現 もその典型例で ある.さ て ここで この事に関 して少 し堀 り

下げて考えてみたい ことがあ る.実 は この事は前 に も少 し触れ たので あるが,つ ま り英語

に 「名 詞止 メ」が多 く,!=1本 語 にそれが少 く,謂 ゆ る 「用言止 メ」が多 いことの理 由が奈

辺 に存す るのか と云 う問題であ る.例 えば ここでの例を採 り一ヒげて考 えてみ よ う.with

batedbreathな る句 に於 いて,withは 云 うまで もな く前 置詞で ある.従 って その後 に

は名詞 な り代名 詞若 しくは名 詞相 当語句 な りが来 ることにな る.い ずれ にせ よ前 置詞 の後

に くる ものは体言 的性格 を帯 びた ものでない といけない.そ こでの場 合のbateな る他動

詞の用法 であるが,こ の場 合,breathな る名詞を修飾 しよ うとす ると,そ れを過去分詞

形 に して受 身的な意味 の形 容詞的用法 として用い る しかない.つ ま り こ の 様 に す る と

withな る前置詞で始めて,breathな る 名詞で うま く収ま る形での語 句 と して一一つの ま

とまった型 とな り得 るわ けで ある.さ もな くば,謂 ゆる分詞構 文の型 に してbatinghis

breathな り,holdinghisbreathの 様 な附帯 的状況を 表わす 状況補 語 と して使 う しか

ないわ けだが,そ うな ると,batingは もはやbreathに か か る修飾語 ではな く,又

breathも 被 修飾語 で はな くてbatingの 目的語 となる.い ずれにせよ分詞構文 と云 うこ

とになれば,接 続詞を用いて主語,述 語を具 えた文章体 に書 き換 え られ るわけで,そ うな

るともはやwithbatedbreathに 見 る如 き簡潔 な名詞表現 とは成 り得 ない.一 方 この場

合 日本語 では どの様な事が云え るのであ ろ うか.「 息 を殺 して」 とか 「息を潜あて」 な ど

の表現 についてであ るが,先 ず 「息を」の 「を」な る格 助詞であるが,(別 に格助詞 にの

み限 るわけではないが),お よ そ 日本語の助詞 は後 置詞と して用 い られるわけであるか ら,

動 詞 と係 わ る場 合,必 然的にその前に躍か ざるを得な くな る.つ ま り 「息を殺す」 となる
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のが常道で,「 殺す息を」では 「を」が何処へ も接続 し得ず,修 飾 ・被修飾と云う観点か

ら見てもこの語順はあまり感心出来ない.勿 論,和 歌や俳句その他文章表現上の効果を期

待 して特別に修辞上の技巧を凝 らした倒置構文なども日本語には存在 している.し か しそ

れ らはあくまで も例外的に用いられているのであって,普 通大抵の場合に用いられる素直

な形での日本文の語順は,上 の場 合では,あ くまでも 「息を殺す」であって 「殺す息を」

ではあるまい.こ の様に後置詞としての助詞を持つ限りに於いて,日 本語としてはどうし

ても 「S+V+0」 の文型ではなくて,「S+0+V」 の文型でないと困るのである.

もっともそうは云 ってもffi国語ではこの辺 りの」拝情は若干異なるところもある様だ.御

存 じの如 く中国語は原則 として後置詞ではなく前置詞を用いる.中 国語ではこれを「介詞」

と呼んでいるわけだが,こ の様に本来前置詞としての性格を持つ介詞に伴なわれた語句が・

英語の場合とは異なって,動 詞の前に置かれることがある.そ の点同じく前置詞を用いる

系統の言語である英語 とは語順が異なることになる.人 はよく中国語の語順は英語と同じ

「S+V+0」 型のそれと単純に考えている様だが,決 してそればかりではないのである.

又修飾 ・被修飾語の位置関係も英中両語 に於いて必ず しも常に一致 しているわけではない.

次に実例を挙げて少しくこの問の嘘享情を吟味 してみよう.

実例1.伽 把照相机帯上肥.(あ なたはカメラを持 って行 きなさい)(you'dbettertake

yourcamera.)こ れを文型の上か ら分析 してみると次の様な構造 となっている.

「主語+把+目 的語+動 詞 ・補足語」

この場合の把が介詞なのだが,そ れが目的語 と一緒になって動詞の前に来ていることに

は,日 本人としては`IL和感はな くむしろ親 しみをす ら感ずるのであるが,問 題は 「把」な

る介詞が,日 本語に於ける様に,目 的語の後に来 るのではなくて,目 的語の前に位置して

いることである.こ れは中国語 としては当然のことであって何処にも問題はない.で は何

がここでは問題なのであろうか.つ まり筆者の云いたい算は,仮 りに目的語を動詞の前に

置くのであれば,か りそめにも何 らかの格助詞に相当するものを用いると云 うのであれば,

後置詞の方が前置詞よりも接続関係から云えば好ま しいのではなかろうかと云 う事なので

ある.併 しこれはあくまでも筆者の戯言であって,中 国語ではそんな事には絶対にならな

い.あ くまでも上述の文型通りの語順となるのである.

実例H.他 在北京住了几年?な る問に対する答えの文として次の中文を考える.他 在北

京住了五年.(彼 は五年北京に住みました)(HelivedinPekingforfiveyears・)

この場合の介詞 「在」の位置も,修 飾 ・被修飾の関係や接続具合から云えば,北 京の前

ではな くて,そ の後の方が妥当の様に思えるのだが,実 際はそんな馬鹿な事にはな らない.

それとも英語と同 じ様に 「在北京」の部分をそっくり 「住了」の後にもって くるかである

が,ど うもそれ も慣用的ではない様だ.

どうもこの様に見てくると,日 本語 と英語とでは,前 者は後置詞,後 者は前置詞,文 型

は前者は 「S+0+V」 型,後 者は 「S+V+0」 型,と 全 く相異なる性格の言語であり

なが ら,修 飾 ・被修飾の関係や,語 の接続の具合と云 う観点か ら見る限 り,こ の例文では

日英両語は中国語よりもヨリ合理的である様に思えるのだが如何なものか.勿 論これはあ

くまでもこの場合に限っての話であ って他のすべての場合に当てはまるなどと云 う性質の

ものでは決してない.な お実例に出 した介詞 「把」と 「在」の性格,用 法は同じ介詞と云

っても全く異なるものであることは云うまでもない.

ところで次の問題に移るが,「 息を殺 して」と云 う時の接続助詞の 「て」であるが,こ

れは動詞 「殺す」の連用形 「殺 し」に接続するので,否 応なく 「殺 して」 と接続助詞 「て」

1
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は 「殺 し」なる動詞連用形の後に置かれる.つ まり膠着語たる日本語としては,附 属語た

る助詞などは,自 立語に附属 して文字通 り後へ後へ と附着 して行 くのである.従 って仮に

withbatedbreathな る英語を直訳的に 「殺 された息をもって」などと訳 してみたとこ

ろで,や はり英語の様に 「名詞止メ」の表現には成 り様がない.つ まり英 語 で は前置詞

withが 用い られるが故にbreathな る名詞でこの句を止めることが出来るが,前 置詞を

欠 く日本語では,ど んなにbatedbreathな る部分を直訳 してみたところで所詮 「名詞

止メ」には成 り得ないと云 うことなのである.つ まりこの様な場合について考えてみるに,

英語では前置詞を用いるが故に完全な形での名詞表現が可能であり,日 本語では前置詞を

欠き後置詞を用いるが故に完全な形での名詞表現が不可能であるのか.確 かにそれはその

通りなのだが,そ れだけで英語名詞表現の多用を説明出来るわけではあるまい.併 しこの問

題はこの辺りで欄 くことにして,附 属語の性格 と語順の関係を今一度考えてみたいと思 う.

〔註:筆 者がここで 「名詞止メ」と云っている用語の意味を今一度確認 しておきたい.

まず 「名詞止メ」 と云う語句自体であるが,こ れは実は 「体言止メ」 と云 ってもよい.否,

その方がヨリ正確だとも云える.体 言と云うことになると,例 えば代名詞その他名詞相当

語などが含まれてくる.特 に日本語文法では,自 立語の中で活用がなく,且 又主語にも成

り得 るものを 「体言」 といっている様である.併 し英語文法では体言と云 う用語はあまり

使用されていないのと,体 言の中心はあくまでも名詞であることか ら,筆 者は「体言止 メ」

と云 うべきところを敢えて 「名詞止メ」 と呼んだことを御諒承願いたい.次 にそれに対す

る存在として 「用言止メ」なる用語がある.こ れも英語 としては普通は 「動詞止メ」と云

って もよいところなのだが,御 承知の様に,日 本語文法では,自 立語で活用があって述語

と成 り得るものは単に動詞のみではない.他 に形容詞,形 容動詞などもそれだけで(つ ま

り英語 に於ける如きbe動 詞などのcopulaを 必要 としない)述 語 と成 り得 るのであって,

それ らをひっくるめて 「用言」と呼んでいる.従 って筆者が 「用言止 メ」 と呼んでいるの

は,そ の様な日本文の場合のことを考慮に入れなが ら,英 語の文章について云 う場 合 も

「用言止メ」なる用語を用いている.も っとも英語の文型の一つである 「S+V+C」 型

の場合では実際に英語でも形容詞で文が終る場合 もあるわけで,そ の意味ではこの場合は,

日英共通に 「用言止メ」と云 ってよい.と ころでcopulaを 必要とせずに,形 容詞だけで

述語に成 り得るのは何 も日本語だけに限ったことではな く,朝 鮮語や中国語で も同様であ

る.そ の事実から例えば朝鮮語などでは,動 詞と形容詞との品詞区分がアイマイな場合が

ある.逆 にcopulaを とる英語では形容詞 と名詞の品詞区分がハ ッキ リしない場合がある.

ところで話を元の 「名詞止メ」と云 うことに戻すが,実 はこれには二つの解釈が有 り得る.

その一つは,文 字通 り文章が名詞で終る,或 いは文末に名詞が来 ると云うことである.こ

の場合は 日英両語に於いてその勝敗は明らかである.つ まり英語の基本型は 「S+V+0」

であり,更 に 「S+V+C」 の場合 もある.い ずれにせよVは0やCに 先行 しているので

あり,文 末は否応な く0かCで 終 らざるを得ない.更 に0やCに 成 り得 るものは0の 場合

は体言のみであり,Cの 場合も体言である場合が多い.そ うなると英語の文章は 「名詞止

メ」で終る場合が非常に多いことが分る.一 方 日本語の場合は如何であろうか.少 し無理

はあるが英語流の文法を借りて表現すれば,日 本文の基本文型は 「S+0+V」 であり且

又 「S+C+V」 であると云える.い ずれにせよ文末は 「用言」ヒメ」 とならざるを得ない.

更に日本文ではその表現に 「普通体」と 「丁寧体」とがあり,一 般に 「丁寧体」を用いる

場合が極めて多い.例 の 「デス ・マス体」をは じめとして,補 助動詞なども使われる.さ

てそうなると,日 本人の表現の仕方そのものが 「名詞止メ」を阻む場合 も起 り得るのであ
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る.例 えば英語 ではWhat'syourname?の 問 いに対 し,Johnson,TerryJohnson・ な

どと答 え ることが多い.こ の場合,問 いの文 も答 えの文 も共 に 「名詞止 メ」 とな っている.

然 るに 日本文では如何で あろ うか.「 お名前は何 とお っしやいますか?」 「ジ ョンソンで

す,テ リー ・ジョンソ ンと申 します」 いずれ にせ よ,名 前だけをそのまま投げ返 す様な返

答 の仕方 は普通 には 日本語 の表現 には馴 染まないので,「 ～です」や 「～で ござい ます」

とか,「 ～であ ります」(旧 軍隊 調)な どで文を終 ることにな る.こ の様な表現癖のあ る

言語 では折 角 「名詞止 メ」で云え る場合で もその様 にはな らない ことになる.和 歌や 俳句,

そ の他特別 の修辞 表現の必要か らF=1本語 にも謂ゆ る 「体言 止メ」 は存在す るが,先 ず一般

的な 文章表現の中では 口本文 は 「名詞止 メ」 に馴染 まないと云 い切 って も過言で はない.

さて もう0つ の 「名詞 止メ」 の解釈 だが,こ れ は表現 の中心 が名詞 に置かれてを り,そ

の名詞以外の他の語句 はすべて連体修飾語 と して被修飾語 たる名 詞へ と集約 して行 く様 な

タイプの表現 のことで,す べ ての修飾語 が連体修飾語 と云 う形 を とって,回 りまわ って被

修飾語 たる___.つの 名詞のところへ来 て1ヒまる と云 う意 味での 「名訓 止メ」 と云 う表現の こ

とである.こ の意味で の 「名詞止メ」 と云 うことになれば,実 は 日本文の中に も数 多く見

出 される.特 に明治以 降の謂 ゆる 「翻訳調 」の文 章をJえ て見 れば容易 に頷 けるであ ろう.

例 えば,英 語 の関係代 名詞を 「～ ところの」な どと訳 しLげ て行 く例のや り方だが・あれ

な ども臼本語 の訳文を見 ると,バ カ長い連休修飾語 句がついて結局は一つ の名詞へ と還元

して行 く形を とってい る.そ の様な訳 し方の 当否は別 と して,明 治以降の欧文脈 の影響 と

して,更 には又漢語を用いた翻訳語の 多用の結果 と して,f-1本 文 に も,特 に現代 の 日本文

に ヒ述の意味での 「名詞1ヒメ」表現が数 多 く見 られ ることは否定 し得 ない ところで ある.

例 えば新聞の見 出 しや,デ モのスロ0ガ ンなどの場t-1に は,こ の傾向に一層 の拍車 がかか

る.例 えば,「 言論の 自由」死守!な どの場 合,こ れ を仮に,「 あ くまで も自由に物 を云

い続 けよ う!」 な どと表現 した として,そ れで新聞の見出 しや,デ モのス ロー ガンに用い

られ るだろ うか.こ れで は全 くpunchが 効 かない.「 自由に物 を云い～」の ところは・

「言 論の 自由」 の様 に 「連 体修飾語+名 詞」 の型 に し,「 あ くまで も～ しよ う」の ところ

は 「死 守」 と云 うことばを使 って 「名詞止 メ」で終 る.そ して 「言論の 自由」な る句その

ものが又 連体修 飾語 と して死 守な る名詞にかか る.か くして政治的 スロー ガ ン と し て の

punchが 出 て くるのだ.併 し,こ れ には漢語 の力を借 りないと,と て も出来 ない相談 だ〕

ところで この前 置詞を用い るか,後 置詞なのか と云 う事と語順 ない しは文型(「S+V

+0」 型 か 「S+0+V」711感 な のか)と の相互連関を考えてみ るに,世 界 の諸言語 に於 い

て,語 順が 「S+0+V」 型で ある言語 に於いては後 置詞を とる ものが多 く,逆 に 「S+

V+0」 型 の言語 に於 いて は前 置詞を用 いる ものが多 い.例 えば,前 者 の例 としてはアル

タイ諸語,日 本語,朝 鮮語,ア イヌ語 などがあ り,後 者 の例 としては英語 をは じめ とす る

ヨmッ パ 諸語(勿 論多少 の例外 も存在 しない とは云 わぬが),マ ライ ・ポ リネ シヤ諸語,

ヴ ェ トナム語,タ イ語,中 国語(前 置詞と も云 うが,特 に 「介 詞」 と呼ばれてい る)等 々

が挙 げ られ る.勿 論 これ らは一般 的な傾向 として述べ たのであ って,個 々の こまかい具体

的なケースにな ると若干 当てはま らない場 合 もないわけではない.だ が,そ の 算について

は ここでは触 れない.た だ,筆 者 としては,前 置詞を使 うか,後 置詞を使 ってい るのか と

云 う問題 と語順延 いては文型その もの との間に相互 に関連があ るのではないか と云 う事は

一考 に価す る問題 だ と思 うのであ る〕

(8>deathwarrant〔 「死刑執行令状」とで も和 訳 され ようか.こ の訳語 と英語 の原文 と

を比較す ると色 々の問題が浮び上 って くる.御 覧の通 り英語では 「執行」 と云 う用言性 の

欄
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強 い コ トバ は用 い られ ていないで,た だ二語 の名詞が羅 列 されてい るだ けで ある.更 に 日

本語 の 「死刑」 なる部 分 も,英 語 では単にdeath(死)と だ け書かれてい る点 に も注意.

勿 論,英 語 のdeathに は 「死 刑」 の意 もあるので あ り,つ ま り筆者の云いたい ことは,

複 合名詞 の型 をと った場合 は勿論 の こと,一 つの単語,特 に ここでは名詞一語 の意味領域

も日英両語で 当然 に も異 なるのであ り,そ の場 合,英 語 の名詞は,日 本語の立場か らすれ

ば,用 言 的性格 を も内包 した,日 本語 の名 詞よ りも意 味領域の広 い コ トバであ るとも云え

る.deathhouse(死 刑 執行室),deathroll(死 亡者名簿)etc.に つ いて も同様の こと

が云い得 る〕

(9)Shehasclass.〔 「彼女には気品があ る」英語で は典型 的な 「S+V+0」 の 文型 と

な っているが,日 本語 ではそ うは行 かない.つ ま り英語 では他 動詞を用いて,「 名 詞止 メ」

とな っているに比 し,日 本語で は 自動 詞が用 い られ,「 用言止 メ」 とな らざるを得 ない.

Heisnoclass.(彼 は 下手 くそで駄 目だ)も,こ の場 合classに つ いては 「優秀 な技量

を持 った人」 とす る解釈 と,noclassの 前 にofが 省1略され た,例 の 「of+抽 象 名詞」

の型 と考え るか,そ の他諸 々考え られ るが,い ずれ にせ よ英語 では 自動 詞を用 いた場 合で

もや は り名詞表現 は可能で ある.aclasschessplayer(チ ェ スの名人)の 場合 のclass

は名 詞 の形容詞的用法 と見て よいで あろ う〕

(1.0)Demonstration!〔 「今か らお手本を示すか らよ く見 てお きな さい」 何 か リー一ダー と

で も呼ばれ る人が,研 修生を前 に技能を実演 して見せ ている様 な場面 を御 想像 願いたい.

英 語では名詞一語 ズバ リを投げつ けてい るに比 し,r-i本 語 では冗長 な文章体 を とってい る.

本 来四畳半的な 内輪の人間だ けの コ ミュニ ケー シ ョンしか必要 の無 か った 日本語 の在 り様

の歴史が,ア カの他人同志の公の場面での,特 に緊急を要す るsituationで の 「ふ さわ し

い言葉遣い」を未だ欠いてい るの は当然 と云 えば当然 で もあるのだが,公 の場 での討論 や,

命 令指揮系統 に要す る コ トバ などを著 る しく欠 いている ことは疑 いない.戦 時 中の軍 隊で

矢鱈 と漢語を羅列 して偏重 したの も,本 来 の 日本語 の中に公 の場面 で行 うcommunicati-

onの 仕 方 や用語 が発達 せず,止 むな く必要に迫 られて本来外国語で ある漢語 にその拠 り

所を見い出 したのであろ う.い ずれにせ よ,こ れか らの 日本人 も,従 来 の様 な四畳半 的,

内 輪だけの人間が 自分達 にだけ通ず る様な コ トバ と表現 の仕方で行 われて きたcommuni-

cationの 在 り方を根本 的に見直すべ き時 に来 てい ることは間違いない.日 本 人 と そ の

mentalityに 於 いて最 も近い とされてい る韓国人で さえ も日本人 の コミュニケ0シ ョンの

在 り様を,韓 国語 で(タ プタパ ダ)「 もどか しく,ア イマイで ス ッキ リしない」 と評 して

い る程なのであ る.同 じ東洋人で も韓国人よ りも遙 るか に 一一直明快 なコ トバを用 いてco・

mmUniCatiOnを 行 な ってい る1「1国人か ら見れ ば,我 々日本人 のcOmmuniCatiOnの 様 態

は正に,「 令人 着急的or令 人 焦急的」な もの と映 ることで あろ う.

(11)Myapology,Madam.〔 「どうもすみません,奥 様」 これ もapologyな る名 詞が用

い られ,日 本語 ではち ょっとこの様な表現は不 可能で,そ の意味で又最 も英語 的な表現 で

あ る.「 名詞止 メ」 であ ることは勿論,も ともとは文 准体で あ ったので あろ うが,そ の文

章 の中の最 も重 要な部分(II+L語 で は大抵の場合 それ は名詞で表 わされ る ことが多 い)だ け

を取 り出 して,そ こに全ての意味を凝縮 させて ブ ッつ ける型 の表現 を とるのであ る〕

(12)lfyoufailtotakeproperstepsagainstit,you'llbeacasualty.〔 「もしあん

ながそれに適 当な対 抗措置を講 じることが出来な けれ ば,痛 い目に会 うことにな ります.」

云 う迄 もな く,後 半 の帰結 文の中のacasualtyの 部 分が名詞 にな っていて この文 の文意

を集約 してい る〕
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(13)Heisahorselover.〔 「彼 は馬が好 きだ」犬 につい ては愛犬家 なる名詞表現 が 日本

語 にもあ るが,馬 については愛馬家 とはど うも云 わぬ様 だ.た だ し大和 コ トバ風 に 「馬好

き」 と云 う名詞の造語は可能では ある.つ ま り 「彼 は馬好 きだ」 とな る.こ れ と似た もの

に,Iamabirdfancier。 に 対 し 「私は鳥が好 きだ」or「 私 は愛 鳥家だ」or「 私 は鳥好

きだ」 といずれ も可能 な訳 だが,真 中の漢語表現 を使 った 「愛 鳥家」 な る表現は確かによ

く使 われ,簡 潔で意味 も分 らぬわけではないが,単 音 節語 か ら成 る漢字三語 の響 きはやは

り何 とな く日本 人には馴 染みに くい もののあ ることは否 めまい.誠 に厄介な問題ではあ る.

そ の他筆者 が何 とな く好 きになれない漢語 に依 る造語 で,そ の響 きに馴染めない語 として

「手話 」 「視聴者」 「聴取者」 「学 活」 「迎撃機」 「美化語 」等 々挙 げて行 けばキ リがな

い,「 学活」は 「学級活動」の略であ ろ うが,何 と も頂 けない.「 落研」な ども訓読み と音

読 み とが同居 していて,更 に略 して云 ってい るわけだが,筆 者な どは好 きになれ ぬ響 きで

あ る.漢 語 は造語 力が強 くい くらで も組 合わせて新語 を作 って行 ける し,又 略 して云 うこ

とも可能 であろ うが,そ の語 の 「響 き」 に無 頓着で あって よい法 はなか ろ う〕

(14)Mrs.GilliamGoold,WestMiddlesexMondayClubsecretary〔 「ウエス ト・ミ

ドルセ ックスにあ る月曜 クラブのセ ク レタ リーを してい るギ リアム ・グ0ル ド夫人」 とで

も訳 そ うか.い ずれにせよ英語 では見事に名詞が並んでい る.一 般 に英語で は同格関係 を

表わすのにそのまま名詞を並列 的に列 べればよい.そ の ことが0つ には簡潔 さと名詞表現

を作 ることに寄与 してい る〕

(151apen-and・inksketch〔 「ペ ン字で画いたスケ ッチ」or「 ペ ン書 きの スケ ッチ」 い

ずれにせよ,英 語 では 「画 く」 とか 「書:く」 とか の動詞 は使 われ ていない.penとink

をandで も って並列 させて,そ れを形容詞的 に働かせて それ な りの意味 を表 出させ てい

る.如 何に も英語 らしい名詞表現で はある.atooth・and・clawstruggle(「 必 死 の戦 い」,

cock-and-bullstory「 ま ゆつば物」な ども同類の表現法で ある〕

(16)anarcoticsdetective〔 「麻 薬取締 官」 これ も英語 には 「収締 り」 なる語 はない.

ど うして も日本語訳 では 「取締 り」な る用言性 の強い コ トバが必要 となるので あろ う〕

(17)Hewasnotpartoftheconspiracy.〔 「彼 はその共同謀議 に加担 して いなか っ

た」 日本語訳 では,「 加担 す る」 とか 「関与す る」 とかの動詞が用 い られ るわ けだが,英

語 の場 合それ らのcolorfulverbは 用 い られず,名 詞 の部分 に意味 が集約 され,動 詞は

colorlessverbと して のbe動 詞 が用 い られ てい るに過 ぎない〕

(18)Thedoctornoddedhisheadinassent.〔 「医者 は頷 いて同意を表わ した」 日本語

訳 では,動 詞 が二 つ必要 となろ うが,英 語 の原文では動詞 は一つ しか用 い られ て居 らず,

「同意 を表わす」or「 同 意す る」の部分 は,inassentと な って,名 詞が用い られてい る

のに注意 されたい〕

(19)A:Bemyguest!(遠 慮 す るなよ!)

B:Thanks.It'sonmenexttime.(あ りが とよ.で も次は僕のお ごりだ よな)

〔Bemyguest!な ど は仲 々英語 らしい名詞表現だ.It'sonme.な る 口語 表現 も考え

てみれば,何 らのcolorfulverbも 使 用 されて いな い.be動 詞 と前置詞で済 ませてい る

ところが'憎い〕

(20)Betterlucknexttime!〔 「次は うま くやれ よな!」Goodluck!と 云 うのがあ る

が,そ れを若干変形 させて行 った表現 と見 てよかろ う.い ずれにせ よ1uckと 云 う名詞が

効いてい る〕

(21)Hey,what'sthestory?DoIhaveanythingyouwant?〔 無 躾 に頭 の先 か らつ

司
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ま先 まで(fromheadtotoe)ジ ロ ジロ見つ める人間 に対 して云 う様 なセ リフで,「 や

い,一 体何 んだ って云 うんだ.あ んたの欲 しい物で も俺 が何 か持 ってる とで も云 うのか?」

とで もなろ うか.what'sthestory?の 部 分が名詞表現 とな ってを り,如 何 に も英語 ら

しい発想 と表現法で はある〕

(22)Thisismybusiestnight.〔 「今夜は全 く忙 しくって や りきれないよ.」mybusiest

nightの 部 分がやは り 「形容 詞+名 詞」 と云 う 「・名詞1ヒメ」の型を とった名詞表現 とな っ

てお り,日 本語の 「今夜 は忙 しい」 の文型 と異 な る.勿 論英語 において も一応 「S+V+

C」 の 文型を この場合取 って はい るわ けだが,表 現 の中心は この場合,Sに もVに もな く

Cの 部分に集約的に置かれてい る.日 本語 訳で は名 詞へ と集約 してい く形式を とっていな

い為,ど の部分が強調 されてい るのか紗 くと も形 の上 か らだけでは判定 しに くい.そ れに

比 しこの英文ではthisで もisで もな く,myburiestnightの 部 分に文意 の殆 ん ど全 て

が集約 されてい ることは余 りに も明 白であ る.〕

㈱We'11beonourwayonvacation.〔 「私達 は休暇には出かけ ることに して居 ます」

ここで問題 とな るのは,和 訳で は 「出かける」 と云 う謂わばcolorfulな 動 詞が使 われて

い るに比 し,英 文では動訓はcolorlessなbe動 詞 しか用 い られて居 らず,onourway

の 部 分に こそ文 意の重 点が置かれてい る.つ ま り名詞的 な部分 に表現 の中心 を置いて,動

詞はcolorlessverbに してその役割 は軽 い〕

⑳Thankyouforyourtrouble.〔 「お手数かけてすみ ませんで した」 これ は何 と も訳

しに くい英 文である.そ もそ も日英両語 問に於 いて,「 あ りが と う」 と 「すみ ません」 の

使用法 が場面 に応 じて異 なる ことは周 知の事実であ る.こ こでは その問題 は 問 わ ず,for

yourtroubleの 部 分 だけを考 えてみ るに,こ れ は,「 あなたが私 の為に 色 々面倒な事を

して くれた こと」 に対 して私 が感謝 してい るのであ ろう.い ずれ にせ よ,上 述 の 内 容 を

yourtroubleだ けで表現 して いるところに名詞表現 の簡 潔 さが窺え るのであ る〕

(25)Thatwinterwasacold,sad,anddifficultone。 〔「その冬 は,冷 た く,悲 しい

そ して又 きび しい冬 だ った」 これ は云 うまで もな く,winterをoneで 受 けた典型的な

「名詞止 メ」の英文 だが,日 本文は どち らか と云 えば 「S+V」 文型 が圧 倒 的 に 多 く,

「S+V+0」 文 型は云 うに及ばす,「S+V+C」 文 型 です ら英 文に比 し,は るかに少

い と云え る.更 に極論すれば,日 本文で はそのSす らもVの 中に呑 み込 まれかねない.日

本文にはよ く 「主語 がない」 とか 「主語が省略 され る」 な どと言 われ ることがあ るが,実

は 「動詞の中に主語 が呑み込 まれてい る」 と云 った表現 の方 が当 ってい る場 合が多い.特

に異常なまでの発達を 日本語 の 中で遂 げて いる敬語語法 もその中心部 分は動 詞 ・助動詞 ・

補助動詞な どに在 り,そ れ らが主語 の不在 をcoverし て いる ことが多いのであ る〕

(26)We'dbettergetamoveon.〔 「とにか く急 いだ方が良 さそ うだ」 この英文 を見 て

いただ ければ分 ることだが,「 急 ぐ」 と云 うcolorfu1な 動 詞`hurry'は 出 て こない.例

のgetな るcolorlessverbに 極 めて用言性 の強 い名詞moveを 組 合せてgetamove

な る型,つ ま り結果的にやは り 「S+V+0」 な る英語 に最 も基本 的な文型,つ ま り他動

詞を用いた構 文に してい るのであ る.換 言すれ ば,英 語 に於 いて,他 動詞 の多用 と愛用 が,

必 然的に名詞構文を生 み出 してい るとも云い得 るので ある〕

(271A:MayIcomewithyouhalfway?

B:Byallmeans.

〔Aが 「途中まで御一緒 して もよろ しいで しょうか?」 と云 っている の に 対 し,Bが

「どうぞ,ど うぞ」 と云 ってい る.Aの 云 うhalfwayの 部 分が何 らの前置詞 も伴 なわ
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ず,ム キ出 しの名詞が添えてあ るだ けだが,結 果的 にこの名詞 が副詞 的に用 い られ ている

のであ る◎ 日本語 の 「どうぞ」 も,ど うも分りに くい語 構成 だが,英 文 のbyallmeans

もや は り一応副詞句の形は と ってい るが,表 現 の中心はallmeansな る名詞 の部分に置

かれてい ると云 って よい〕

X28)TheminimumrequirementsaretohavegoodcommandofEnglishandto

beagoodstenographeraswellasatypist.〔 「最小必要条件 としては,英 語 を十分 に

こな し,タ イプは勿論の こと 速記 の方 もよ く 出来 ることであ る」 ここでの名詞表現はto

havegoodcommand・ofEnglishの 部 分 と,も う一 つはtobeagoodstenographer

aswellasatypistの 部 分 とであ る.前 者は 「他動詞+目 的語」 の型で あ り,後 者 は,

タ イプや速記が うま く出来 ると云 うのを,例 の 「～ 出来 る人」 の型 で表わ してい る.つ ま

り 「料理が1r一 で ある」 と云 うのを 「ヒ手な料理 人」agoodcookと 表 現す る類で ある〕

(29)PleasegiveanaccountofwhathapPenedthere.〔 「そ こで何が起 ったのか ど う

ぞ説明 して下 さい」 ここでは 「説明す る」 と云 う漢語 サ変動 詞を用 いて和訳 してい るが,

勿 論 日本語で も,「V+N」 の型を と って 「説 明を 与える」 とか 「説明を行 う」 な どと云

え ぬわ けでは ない.英 語 では又 々例の 「colorlessverb+N」 の型 を と っ てgivean

accountof～ と して用 いる ことが多い.と ころで この事に関連 して一 つ興味深 い問題 があ

る.そ れは中国語 に於いて も同様の ゴ}:実が あるのだ.つ ま り中国語 に於 いて,こ この例で

云えば,「 解釆睾」な る語 を動詞 と して も用い るので あるが,そ れを名詞 に用 いて 目的語 と

して,そ の代 りにcolorlessverbと して 「倣」を用 いるので ある.つ ま り 「倣+解 鐸」

の型を とって 「解繹 す る」と云 う動 詞の意味を出すのであ る.同 様の例 と して,作 報告(報

告す る,演 説す る),作 斗 争(斗 争す る),倣 練 習(練 習す る),倣 買費(商 売す る)な

どがあ り,こ れ らはすべて 「V+0(名 詞 か ら成 る)」 の型にな ってい るが 「倣」や 「作」

を取 り去れば,名 詞 と して0(目 的 語)に 使 われ ていた部分は,す べ てそのまま(動 詞)

に 変身す るのであ る.と ころで,「 詳 細に解釈 す る」 と云 う和 文は,中 国語 で は,「 詳細地

倣解繹 」 とか 「倣詳細的解騨」 と表現 出来 るので あ る.特 に後者 の場 合は 「詳細的」 と云

う形容詞が名詞の前 に添 えて あ り,文 字通 り,具 体 的で,詳 細な表現 を可能 に してい る.

この辺 りの事情は英語 で も全 く同様 のことが 云えるので あ って,giveadetailedaccount

of～(～ を詳細 に説 明す る)と 表現 され る.最 後に もう一つ先述の 「作斗争」が用い られて

い る実例を挙げてお こう.「 蹟修lf:主 義 作堅 決的 斗争 」 この場 合 「作」がcolorlessverb

と して,名 詞 に用 い られ た 「斗争」 を 目的語 に とってい る.更 に 「堅 決的」の部分は副詞

にな らず形容詞 とな って名詞 たる 「斗争」 を修飾 する.正 に英語 の典 型的な名詞表現 と同

類の表現形式であ り,中 国語 に もそ の様 な 「名詞表現」 が存在 していた ことは驚 きで もあ

り,ノ1後 の 中国語 に於 ける 「名詞表現」研究へ の励 みに もなる〕

(3①Let'shaveabitetoeatbeforewegotothemovies.〔 「映両を見 に行 く前 に,

ち ょっと簡単に食`1`し て おこ う」 ここで はhaveabitetoeatな る口語表 現が如何 に も

英語 らしい名詞表現を作 ってい る.日 本語で云 うと 「ち ょっと何 かバ クつ く」 と云 った感

じだ〕

(31)StudentsoftengoDutchtreatwhentheyeatout.〔 「学生 は外食 する時 にはよ

く割 り勘 にす る」 ここでgoDutchtreat(goDutchaccountと か単 にgoDutchと

も云 う)の 部分で,Dutchtreatな る名 詞部分がgoの 後 に何 らの前 置詞 も伴 なわずに

並 べ られてい るところが ミソで,goGreyhound(グ レイハ ウ ン ドで旅行す る)な どもそ

の類 いであ る〕

(
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(32)Shetoldtheladytogooutexitnumber7.〔 「彼女 はそ の婦人 に7番 出口か ら

出 るよ うに云 った」 この場合gooutとexitnumber7と の 間 にofが 省 略 されてい る

と考えて もよいが,特 にア メ リカ英語 では この様 にofが 抜 きでgooutの 後 にい きな り

名詞を もって来 ることが多いのであ る〕

(33)It'sourpleasuretohaveyoubackhere.〔 「あんたが ここへ戻 って きて くれて

私達は嬉 しい よ」pleasureな る名詞を用いてい る事 も然 る事 なが ら,tohaveyouback

hereの くだ りも如何 にも他動詞を用いた英語 らしい表現で あることに留意 したい〕

(34)Hegotthesackforhisneglectofpublicduty.〔 「彼 は公務怠慢 の廉 で クビに

な った」getthesackはhavethesackと も云 う.hisneglectofpublicdutyの 部

分は例のネ クサス実詞 「NexusSubstantive」 と云 われ る文法 的 カテ ゴ リーに属 す るもの.

い ずれにせよ,こ の二 つの点 で この文は簡潔な名詞構文 とな っている〕

(35)Theyhadabigmidnightfight.〔 「彼等は真夜 中に大ゲ ンカ し毅」 何 の変哲 もな

い様な文章 だが,日 本人 としては 「真 夜中 に」 にと らわれてatmidnightと 副 詞句 を用

いて書 くのではなか ろ うか.仲 々amidnightfightな る発想 は出に くいのではないか.

又amidnightfightと す れば否応 な しにcolorlessverbを 使 わ ざるを得 な くな り・

全体 と して名詞構文 とな る.こ れで思い 出 したが,例 のShakespeare作 の 喜劇にaMid-

summerNight'sDream「 真 夏の夜 の夢」 と云 うのがあ るが,現 代米語 の感覚 か らすれ

ばNight'sのapostrophesは 省 略 され得 るので はないだろ うか.そ うな ると生の形の

名詞が3ツ 並ぶ 「N+N+N」 型 とな る〕

(36)Let'salldothegardening.〔 「みんなで庭 い じりしよ う」例 のdothe～ingの 型

で ある.dotheshoPPing,dothereading等 々数 多 くこの型の名詞表現は存在す る.

「買物す る」 とか 「読書す る」 など 日本語 の漢語 サ変動詞 と類似 した表現 とも云 える.こ

のtheの 部 分は色 々の形容詞的働 きを も った語 に代替可能 であ る.dosomeshoPPing

とかdoalotofreadingな ど と用い られ る〕

(37)Shewassoscaredthatwordsfailedher.〔 「彼 女は怯 えて物 が云えなか った」

後半部 のwordsfailedherな る他動詞構文 を じっくり味わいたい.な お,failに はHe

failedEnglish.(彼 は英語 で落第 した)な どの用例 もある〕

(38)"Youhadaphonecall,Johnny".〔 「君 に電話 があ ったよ,ジ ョニー」 これ も何 の変

哲 もない文 だが,い ざとな ると意外 に出て こない表現で もある.日 本人 には何時 にな って

も 「S+V+0」 文 型 は馴染 みに くい ものなので あろ う.日 本語 には 「状況 中 心 の 説 明

文 」の多い こともこれに関係 があ る.巾 国語 にある 「是～的」構文 とも関連 があるか も知

れない.英 語 では話題 に直 接関与す る人間を主語 とす ることがこの場合 には多い〕

(39)Hewasbadlywoundedinamachine-shopaccident.〔 「彼 は機械工場で起 った

事故 で重傷 を負 った」 ここで問題 とな るの は,「 機械工場で起 った事故」 の くだ りが,英

語 では単に名詞を羅列 させてamachineshopaccidentと して いるが,日 本語 の普通 の

云い方 としては,「 機械工場 で起 った事故」の如 く,動 詞 を添 えたいところである.こ れ

と同様の例にthebasementapartmentassault(そ の地下 のアパ ー トで発生 した襲 撃

事件),hissoccerknee(彼 の サ ッカーで傷 めた膝)な どがあ る.aHarvardman(ハ

0ヴ ァ0ド 大学出の男)等 〕

(40)A:Shallweaskhimforhe1P?(彼 に助 けを頼 もうか?)

B:He'11benohe1P.(彼 で は何の助 けにもな らないよ)

〔特にBの セ リフのbenohe1Pの 部 分 に注意 したい.nohelpに つ いては色 んな説 明
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が 文法的 に可能で あるが,そ れ はさて おいて,こ こで はこの簡潔 な名詞表現 を味 わ ってお

きた い〕

(41)A:He'sparticularaboutfood.(彼 は食べ物 には うるさいんだよ)

B:Isheagoodjudgeofit?(ほ ん とに食物の こと分 って るのかね え)

〔特 にBの セ リフのagoodjudgeof～ の部分 に留意 したい.He'sagoodjudgeof

humannature.(彼 は 人情をよ く解 す る)な どに も使われ る〕

(42)A:What'sthehurry,Joe?(何 を急 いで るんだい,ジ ョー?)

B:1'vegottocatchthe4:30P.m.Londonbus.(午 後4時 半発 のロ ン ドン行 き

のバスに乗 らな きゃな らないんだよ)

〔Aの セ リフのthehurryのhurryは 動 詞ではな く名詞で あるこ と,更 にBの 午後

4時 半 発の ロン ドン行 きバスの くだ りは英語 では名詞をその ままズバ リと羅列 させてthe

4:30P.m.Londonbusと 簡 潔 に表現 されてい る点 に注 目され たい〕

(43)Whenhe'llgotoAmericaisanybody'sguess.〔 「彼がいつ アメ リカへ行 くのか

は,全 く誰れ にもわか りや しない」 これ に関連 して英語 の 諺 めいた もの に,Anybody's

guessisnobody'sguess.(人 に よ って どうにで も予想 出来 る場 合は,実 際 は誰 れに もハ

ッキ リはわか らない)と 云 うのがあ る〕

(44)Wellthen,letmegiveyouapieceofmymind.〔 「それ ちゃ,卒 直 な ところを

云わせて も らお う」 これ は例 のgive～apieceofone'smindの 表 現で,dativeverbた

るgiveを 使 い,目 的語 を2ツ とる 「S+V+0+0」 文 型で の名詞表現 は数多 い〕

(45)1'mgoingtoswimwaydownthere.〔 「僕 はず っと向 うの方 で泳 ぐつ もりだよ」

wayな る名詞 が副 詞と して使 われてい る例 〕

(46)Youmustactyourage,Frankie.〔 「フランキー,君 は年相応 に振舞 わな いとい

けないよ」actとyourageの 問 に何 も介在せ ず,直 結 されてい るところに迫 力(punch)

が感 じられ る.似 た表現 としてacttheknave(悪 人 ぶ る)やactthelord(お 大 尽ぶ

る),actthefool(道 化 役を勤め る,馬 鹿 なマネをす る)な どがあ る〕

(47)NowadaysweareverybusypeoPle.〔 「この ところ私達 は大 変忙 しい 日々を送

っているのです」 ま さか 「私達 は大 変忙 しい人達 なんです」 とは 日本語 で は云 うまい .こ

こではやは り先 の様 な訳 にす るしかあ るまい.併 し英語 ではち ゃん と名詞表現 にな ってい

る.つ ま りbusypeopleと 云 う表現を使 ってい るのだ〕

(48)Ineverfallforhisfoolidea.〔 「彼 の馬鹿 げた考 えなんぞには決 してだ まされな

いそ」 ここで本来名 詞であ るfoolが 形 容 詞的に使 われてい るが,こ れは米国語 法 と考え

て よい.fallfor(～ に だま され る)の 表現 も,も とはAmericancolloquialismか ら来

た もので ある〕

(49)Doyouhavethetime?〔 「今 何時で しょうか」 どうもこの表現 も日本人 には馴染

まぬ ものの一つで ある.さ りとて同様 の意でWhattimedoyouhave?と 聞 かれて も

や は りピタ リと肌 に合 う表現で はない.つ ま り日本人 にと っては 「S+V+0」 の他動 詞

構文 はどこまで も馴染み に くい表現形式で ある様 だ〕

(50)Smallworld!〔 「世 間は狭 いね!」 例の名詞をその ままぶつ ける形で の問投 詞的表

現で ある。更 に若干 の例 を掲 げてみ る.Nosweat!(平 気 だ!案 じる こ と は な い!)

Skittles!(バ カ云 うな!下 らん!)Holycow!(ヒ ェ ッ!ま あ!)Rats!(チ ェ ッ!く そ

っ!ま さか!)Stuff!(バ カ云 え!下 らん!)Poordevil!(か わ い そ う に!)Big

deal!(大 した もん だよな!)Greatguns!(オ ヤ!し ま った!)Curse!(畜 生!)

刈
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Rubbish!(バ カ云 え!)Theidea!(あ きれた!)Bother!(う る さい!,イ ヤだ!)No

cracks!(ツ ベ コベ云 うな!)Allmyeye!(バ カバ カ しい!)Shucks!(下 らん,こ こ

に掲 げたわず かな例 は 「名 詞表現」 としての英語 の感情表現のそれで あ って,英 語 にはま

だまだ各種 の相 を持 った多彩 な感情 表現があ る.一 般的 に云 って 日英両語 に於 ける感情表

現 の差異 は奈辺 に存す るのであろ うか.自 立語 と しての間投詞ない しは感動詞 を用 いる場

合については,先 述の如 く英語 では名詞その ものが間投詞的 に使用 され ることが多 い.そ

れに比 し,日 本語 では,ど ち らか と云えば,そ れ 臼体 はあま り特別 の意味 を持 たない.例

えば,「 カケ声 」的な ものが感動詞を形成 してい ることが 多い.そ れで は具体 的な感情表

現 は 日本語 では どの様に行われ るか と云 うに,こ こに終助詞が登場す るので あ る.つ ま り

助詞 と云 うのは附属語 であ って本来それ 自体 と して は特別 な意味 を持 たぬ.他 の 自立語 に

附属 して用い られては じめて具体的な意味を持つ.つ ま り日本語で はその様 な附属語 であ

る終助詞にかな りの部分その感情表現を依存 して いるので ある.こ の点 が正 に英語 の感情

表現 との決定 的な差であ って,英 語 では終助詞な どは当然 な く,す べ て 自立語で あ る間投

詞や,場 合によ って名詞が間投詞的に使われた り,更 にちゃん と した文形式 を とって感情

表現が行われ るのであ る.こ れ らの問題について も っと突込ん だ議論 を したい ところなの

だが,当 小論文の主 旨はそ こにな く,紙 数 の関係 もあ り,こ こでは これ以上 の深 入 りは許

されない.い ずれ にせ よ,こ の感情表現 の分野 こそは,日 英両語 がその決定 的な相 異を見

せ る分野で あ り,英 語研究 に携わ る者 にと って興味 の尽 きない ものであ る.中 国語 に於い

て も語 気助詞な るものが あるが,日 本語 の複雑 な助詞 の用法 に比べて遙 るか に見劣 りがす

る.日 本社会 に於 ける極 めて複雑 な人間 関係 の様 態を反 映 した ものが正 に助詞 ・助動詞 と

云 った附属語 の多用 と関係 して いる もの と思 えてな らない.こ れを要す るに,日 本語 で の

感情表現 の多 くは主 と して その附属語 の部分 に依 存す る率が高 く,文 体 の様態 は比較 的自

由で あるに比 し,英 語で は謂 ゆ る機能語 よ りも内容語,更 に文体 の様態 そのものに依存す

る率 が高 い と云 える.中 国語 に関 しては又 して もこの場合両者 の中間 に位置す る様で あ る.

更 に感情表現 と云 うことになる と,当 然 にも音声面 の問題 が生 じて来 るので あ って・ その

面 を無視 して議論 は出来 ない.例 えば声の抑揚,調 子,強 弱 の リズム,間 の取 り方・更 に

身振 り手振 り,顔 の表情等 々非言語 的な側面 も入 って くる.そ の辺 りが,英 語 と日本語 の

異 なると ころで,こ れは又 別に議論 しなければな らな いわ けだが,一 般 的に云 って英語 に

於 いて音 声面 の要素が重視 され ることは間違 いない所で,そ の感情 表現 に 占め る重 要性は

日本語 の場 合 と比べ て遙 かに高 い と云え る〕

(51)Yourtearsarewomanish.〔 「君が涙を見せ るなんて女 々しいそ」英語 では 「涙を

見せ る」 とか 「泣 く」 に相 当す る部分はtearSな る名詞で表現 し,yOUrtearSで も って

「君 が涙を見 せ る」な り 「君が泣 く」な どの 日本語 の文章体表 現に代 えてい る〕

(52)Shelookedathiminsilentwonder.〔 「彼 女は余 りに も驚いて物 も云えず彼を

見 た」insilentwonderの 部 分が例の 「前置詞+名 詞」型 の名 詞表現 とな ってを り・ そ

の名詞の前 にSilentな る形容詞がつ いてい るわけだが,こ れ と同様の意味で・inSpee-

chlessamazementな ど とも云 え る.な おinopenmouthedwonderな ど と云えば,「余

りに驚いて 口を ポカ ンと開 けたままで」 なる意 味 となろ う〕

(53)"Didyougetamakeonit?"Malloyasked,pullingtoastoP・ 〔「その車 はど

この何製 の ものだ ったかつ かめたか?」 とマ ロイは車 を横付 けに して尋ね た.こ このget

amakeonitな る表現のgetamakeは 例 によ って 「S+V+0」 の他動 詞の構文 を

作 ってい る.更 にmakeが 名 詞 に使われて いる 点 に も注意 されたい.Whatmakeis
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yourcar?「 君 の車は どこ製の ものかね?」 に於 けるmakeも 名 詞 に使われてを り,更

にこの場合厳密 に云 えば,前 置詞ofがwhatmakeの 前 に来 るべ きなので あろ うが,

そ れをつ けない ところが簡潔な名詞表現を作 ってい るとも云 え る.更 にpullingtoa

stOPの 部 分 もstOPは 名 詞なのであ り,日 本語の様に 「車を停め る」 と云 った様な動詞

にはな っていない〕

(54>Heavoidedanymentionofthemurdercase.〔 「彼はその殺人事件 に何 も口を

さ しは さむ ことを避けた.」mentionの 部 分 が動 詞でな く名 詞にな ってい るところが名詞

表現た る由縁であ るわ けだが,Hemadenomentionofthemurdercase.と 云 って も

ほぼ同 じ意味 のやは り名詞表現 である〕

(55)Oneofhismostfrequentvisitorswashisnext-doorneighbor,EttoreZappi,

amattressmanufacturer.〔 「彼 の家 を屡 々訪ね て来 る者 の一人 は,隣 人 のエ トー レ ・ザ

ピで,彼 はマ ッ トレスの製造 に携 わ って いた」 「屡 々訪ね て来 る人達」 のところが英語で

はmostfrequentvisitorsの 如 く名詞的 に表現 されて いる.更 に最 後の部分のamatt-

ressmanufacturerの 部 分 も,日 本語で も名詞表現 に出来な くもないが(勿 論 その場合

で も当然漢語 の力を借 りなければな らないわ けだが),よ く この様な場合 に,日 本語 で動

詞を用いて文形式を とってい るの に比 し,英 語 で は名詞句 にな って いる場 合が多い.「 彼

は クラスの中で一番水 泳が上手 い」 と云 う場 合で も,英 語 と し て は,Heisthebest

swimmerofallintheclass.の 如 くやは りswimbestの 様 な 「動詞+副 詞」 結 合よ

りも,thebestswimmerの 様 な 「形容詞+名 詞」結 合に持 って行 く方が英語 と して は

ヨリ自然 であ るし,又 その方 が文章表現 として もこの場 合は ヨ リ効果的であ る〕

(56)Itisacommonobservationthatfewpersonscanbefoundwhospeakand

writeequallywell.〔 「話 の方 も書 く方 も同 じ位巧 みに こなせ る様 な人 は殆 ん ど見当 らな

いと云 うのが0般 的に見 て云 える ことで ある」 ここでは云 うまで もな くacommonobs.

ervationの 部 分が 「形容詞+名 詞」結 合とな って名 詞表現 を形 成 してい るわけだが,こ

の辺 りは 日本語 では通常 「副詞+動 詞」結 合 とな ることが多い.Itiscommonknow.

1edge～,Itispubliccomplaint～ とか,Itiscommonpractice～ 杢奈々この型 の名詞

表現 も数多 い〕

(57)Muchhasbeenwritteninpraiseofsolitude.〔 「孤 独でい ることの良 さについ

て これ まで多 くの事 が香 かれ て きた」 ここではinpraiseofの 部 分 が名詞表現 と云え る

の だが,こ の様 に 「前 置詞+名 詞+前 置詞～」 の型の名詞表現 は実に数多 く英語 に見出 さ

れ る.例 えば,insupPortof(～ を 支持 して),indefianceof(～ に反抗 して),in

honorof(～ を祝 して)inaidof(～ を 助 けて),withregardto(～ に関 して)in

favorof(～ に 賛成 して)等 々,い くらで も挙 げることが 出来 る〕

(58)Theysoughtaftertheirowninterestsintotaldisregardofthewelfareof

others.〔 「彼は他人等 の福利な どを全 く無視 して 自分 自身 の利111の み を追求 した」実 は こ

れは前項の 「前置詞+名 詞+前 置詞～」 の型 の名詞表現 なのだが,そ の名詞 の前 にtotal

な る形容詞がついてい る.日 本語 で はこの ところはや は り 「副 詞+動 詞」結合 とな るとこ

ろで ある.い ずれ にせ よintotaldisregardof～ の表現形式 は非常 に英語 らしい名 詞表

現で・逆 に和訳の方を見て この様 な名詞表現を使 った英文 が書 けるか どうかを 臼問 してみ

れば,こ の英語 表現が 日本語の表現 に遠い表現で あることに気付 くだろ う〕

(59)TheUniversityofCaliforniaissuedrepeatedwarningsagainsthitchhiking.

〔「カ リフオルニヤ大学 では ヒッチハイキ ングを してはな らない と云 う 警告を 繰 り返 して

1
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行 った」repeatedwarningsと 云 う表現を とることによ って,issueな る他動詞 が使 え

る ことと,againstな る前 置詞が動詞否定 文の代 りをつ とめている.結 果 として 日本語 の

訳文 とはかな り異 った文型,表 現形 式 とな って お り,や は りこれ が英語 なんだな との実 感

を持 つ.つ ま りこの文 は英語 の基本 形であ る 「S+V+0」 文 型 で あ り,更 に 前 置 詞

againstを 用 いる ことで動詞の多用 を避 け ると同時 に,hitchhikingな る名詞 が強 く浮彫

りされ るのである〕

(60)"Oh,"hesmiledinrelief.〔 「あ っそ う」 とばか り,彼 はホ ッと して 微笑 した.in

reliefな る句 もやは り前 置詞 と名 詞の結 合型であ るわ けだが,そ の場 合は当然に も内容語

(contentword)た る名 詞の方 にprominenceが 置 かれ,機 能 語(functionword)

た る前置詞 の方 が軽い〕

(61>It'salongstory.〔 「それは話せば長 くな るよ」英 文で は一 目瞭然,名 詞 的表現 にな

っている ことが分 るだろ う.「 それは又話 が別だ よ」な ど云 う時 に,That'sadifferent

story.な ど と云 う.〕

(62)Contrarytopopularbelief,personalrelationshipswereimportanttoStalin.

〔「一般 に信 じられているの と違 って,個 人 的なつなが りと云 う事 はスタ0リ ンに とって大

事 な ことだ ったのだ」 ここではpopularbeliefの 部 分 に名詞表現が見受 け られる〕

(63)Thehospitalwaslocatedsomedistanceoutsidethecity.〔 「その病院 はその

街 か ら少 し離 れた所 にあ った」 ここはsomedistanceな る名詞 が前置詞 を伴 なわず,そ

のままの形 で副詞 的に使 われてい る〕

(64)Hisfamilykeptaclosecheckonhisactivities.〔 「彼の家族 の者達 は,彼 の行

動 に細心 の注意を払 って見守 ってい た.」 例の 「colorlessverb+名 詞 」の型 の名詞表現

であ る.更 にcloseな る形容詞 が名詞checkを 修 飾 して いる.い ずれ にせ よ,keepa

closecheckon～ の型 も典 型的な英語 名詞表現 の一つで ある〕

(65)MostAmericansdrinkcoffeeinpreferencetotea.〔 「大抵 のアメ リカ人 は紅

茶 よ りもコ0ピ ーの方 を好 んで飲む」 これ はinpreferenceto～ の部分 が名詞表現 とな

ってい るわけだが,こ の型の名詞表現 については先述 したので,こ こでは これ以上述べ な

いが,日 本語 では この所 はほ とん ど動作動詞を用いた叙述表現 となる〕

(66)AreyouinfavorofBritain'sentryintotheCommonMarket?〔 「あなたは

英 国が共 同市場 に加 わ ることに賛成ですか?」 ここではinfavorofの 部 分 とBritain's

entryinto～ の部分 とに名詞表現 が見受 け られ る〕

(67>Thequestionwasdiscussedatlarge.〔 「その問題 は詳細 に論議 され た」 ここで

はatlargeな る句が例の 「前置詞+名 詞」 の型 を とってい る.こ こでのlargeは 形 容

詞ではな くて名 詞であ ることに注意 されたい.同 様 の例に,Themurdererisstillat

large.「 そ の殺人犯は未 だ捕 ま って いない」 があ り,こ の場 合のatlargeも や は り前例

と同類 の型であ るが,意 味は異 な る〕

(68)Itbeganraininginearnest.〔 「雨 が本格的 に降 り始 めた」 これ も 「前 置詞+名 詞」

型の名詞表現であ る〕

(69)Hemadereferencetothegeneralelection.〔 「彼は総選挙 のことに言及 した」

これは 「動詞+名 詞+前 置詞」 型の名 詞表現で数が多 い.takepridein(誇 り にす る),

takepleasure`in(～ を 楽 しむ),findlfaultwith(～ に ケ チをつ ける)takecareof

(～ に注意 す る)等 々,い くらで も挙 げ られ る〕

(70)Study!〔 「とんで もない!」 「バ カ云 え!」 な ど間投詞的に使われた名詞Studyで
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あ るわけだが,日 本語 では名詞一語 ズバ リが間投詞的 に使用 され る例は少 い.実 は この様

な感情表現 に使 われ る口語 的な英語 については次の機会 に詳 しく見たい と思 ってい るので,

こ こではあま りその例 は挙 げない.な お,Whatstudy!で,「 何 だ!,下 らない!」 な

どとも使 える.い ずれにせ よ,studyが 名 詞で あ り,「 下 らない もの,た わごと」な どの

意 であ ることに留意 されたい〕

(71)Hewasallbusiness,atlastfindinghimselfagrasswidower.〔 「彼は商売に

ばか りかまけていて,と うとう自分が妻 に逃げ られて仕舞 う羽 目にな った」 ここで はall

businessとagrasswidower(妻 と別居 している夫 の意)の2ケ 所に名詞表現が見 ら

れる.all+名 詞(特 に抽象名詞 の場 合が多い)も よ く散見す る 例 で あ る.Sheisall

kindness.「 彼 女 は全 く親切 な女 であ る」Heisallattention.「 彼 は神経を ピ リピ リさせ

て注意 している」Sheisallbeauty.「 彼 女 は大変 な美人 だ」,Sheisallwoman.「 彼

女 は本 当に女 らしい女 だ」,ShewasalllifeandhapPiness.「 彼 女はいつ も生 々と し

て,幸 せ その ものと云 った風 だ った.」 等 々が ある.こ れ と同 様 の 意 味 で 「抽象名詞+

itself」 の型 もある〕

(72)CanIhavetheloanofyourbicycle?〔 「あなたの 自転車お借 り出来ま しよ う

か?」 日本語 に も入 っている10an(ロ ー ン)な る言葉を使 って,ohavetheloanof～ の

形 をと った名詞表現で ある〕

(73)Beggarsmustnotbechoosers.〔 「乞食 は貰 い物 にケチをつけてはいけない」 と

の意 の諺で あるが,choosersな る名詞の使い方が英語 らしい.日 本語 だ とやは り 「選 り

好 みす る」 の様 な動詞 を使 いた くなると ころだ〕

(74)Takenothoughtforthemorrow.〔 「明 日の事を思いわず らうなかれ」 の意の諺

で あるが,や は り英文で はthoughtな る語 が名詞 と して使われて いるが,日 本語 ではそ

の部分 は動詞 とな って いる〕

(75)Anysuchstatementofhisisjusttheconfessionthathewasinonthe

murdercasehimself.〔 「彼 がそんな風 に云 うことの どれを と って みて も,彼 が 自身そ

の殺人事件 に関与 して いた ことを告 白 して いる様 な ものだ」 ここでは先 ずstatementな

る名詞 の部分 と,confessionな る名詞,更 にwasinonの 様 な形 の複合動 詞ない しは群

動詞 の部分が注 目を惹 く.前 二者 の名詞表現 につ いては今更 説明の要 もあ るまい.普 通 の

こなれた和文 と して は,そ の部分 は当然動詞で表現 され るよ う.beinonの 型 の述語 で

あるが,こ れ は別 にbe動 詞 に限 ったわ けで はないが,と にか く非常 に分析的,統 語 的な

型 の述語部分を構成 して いる.「 動詞+副 詞+前 置詞」 の型 と云 って も良かろ うか.動 詞

と して は主 と してcolorlessverbが 来 る.勿 論 ここの場合 の様 にbe動 詞 も来 る.そ の

例 と して外 に,beinwith,beupto,beoutfor,beupfor,beinfor,beupin,

等 々が あるが,い ずれ も生の動作動詞が用い られていず,す べてbe動 詞 が用い られてい

るのだが,日 本語 では どうして もcolorfulverbの 使 用が必要 となろ う.つ ま りこの様 な

特 にbe動 詞 を用 いた型 の群動詞 なる もの も一種 の名 詞表現 の性 格を立派に具えてい ると

云 って もよい〕

(76)Yourbestwon'tmakethesituationanybetter.〔 「君 がどんなに一生 けんめい

や ってみ たところで,そ の事態 を好転 させ る ことにはな らないだろ う」yourbestの 部

分が謂ゆ る名詞表現を構成 して いるわ けだが,日 本語 的表現 とはかな りかけ離 れた表現 で

あ るだ けに味い深い〕

(77)ItwasreallyaneffortformetounderstandhisPidginEnglish.

(
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〔「彼の ピジ ン英語 を理解 す ることは私 にとって本 当に骨 の折れ る ことだ った」aneffort

の部 分 が名詞表現 とな ってい る.因 みに,PidginEnglishと 云 うの は,元 々は中国南部

広東港な どで通商 の目的の為 に,中 国語 の文法 に語彙 だ けを英語 を用いた様な形 の土着英

語 の事で あったが,今 で は一般 に広 く,東 南 ア ジヤ,メ ラネ シヤ等の南太平洋諸島,更 に

はアフ リカ旧英国植民地 の現地語 と混 り合 った英語 もPidginEnglishと 呼 ばれ る.因

みにPidginと は広東語 の方言 でbusinessの 意 らしく,つ まりPidginEnglishは 元 々

通商 目的 の為 のBusinessEnglishで あ った らしい〕

(78)Shehasafinebreaststroke.〔 「彼女 は平泳 ぎが上手 だ」 これ もや はり 「S+V+

0」 の 他動詞構文 とな っている.breaststrokeに 代 えてbackstrokeと 云 えば 「背泳」

の意 とな る〕

(79)Beasport!〔 「ス ポーツマ ン らしく正 々堂 々とやれ!」 この場 合のsportは 口語 で

「ス ポ0ツ マン らしい人」の意.い ずれ にせ よ名詞表現 の典型例の一つで ある.sportな

る語 には種 々の意味があ るが,makesportof～ な る名詞 中心的 イデ ィオムは 「～ をバ

カにす る」 とか 「～をか らか う」な どの意 となる〕

(SO)Thelocalnewspaperhasalimitedcirculation.〔 「その地方 紙の発行 部数 は知

れた ものだ」 これ も既 に今 まで何度 も触れ て きた 「S+V+0」 文 型を とり,「 名詞止 メ」

にす ることによ り,全 体 と して 日本文 とは異 な った英語 らしい表現 とな ってい るわ けで あ

る〕

(81)Thisnewproducthasalargesale.〔 「この新製品 はよ く売 れてい る」 これ も英

文では 「S+V+0」 文 型にす ることで名詞表現 が可能 とな ってい る〕

(82)Hehasastrongaversiontoanyforeignlanguage.〔 「彼 はおよそ どんな外 国

語 もひ ど く嫌 ってい る」 これ はhaveaversiontoな る成句 を用いたわけだが,云 うま

で もな くavevsionな る名詞 がその中心 に据 え られてい る点で名詞表現な ので ある〕

(83)Griefhassilveredhishair.〔 「悲 しみの余 り,彼 の髪 は白髪 にな って しま った」

これはgrief(悲 しみ)な る抽象名 詞が主語 に立つ典型 的な英語名 詞構 文の一 つで ある.

元 来 日本語 には(特 にこの場合は大和言葉を さす)抽 象語 が少 く,更 に又抽 象名 詞が主語

に立つ文 も日本 文には馴染まない.今 では漢語や カタカナ外来語 の影響 でかな りの抽象語

が 日本語 の中に も散見 され得 る し,又 抽象名詞 が主語 に立つ文章 も日本 文の中に数多 く見

られ る様 にはな ったが,併 し本当 にこなれた分 り易 い文 とな ると,や は り抽象語 や抽象名

詞主語 の文は少い様で ある〕

(84)Hediditwithperfectease.〔 「彼 は全 く容易 にそれをや っての けた」 これ も今更

云 うまで もなかろ う 「前 置詞+名 詞」型の名詞表現で,こ こで はperfectな る形容詞が名

詞easeの 前 についてい る.easilyな る副詞 よ りはwitheaseと 名 詞を用いて云 った方

がやは りPunchが 効 いてを り,又 印象 も鮮明で あ り,所 詮生 の形 の副 詞は,「 前 置詞+

名 詞」型の副詞句のPunch(迫 力)に 及ぶべ くもない〕

(85)HeevenpaidacallonLynda'snewtennispartner.〔 「彼 は リンダの新 しいテ

ニスのパ0ト ナーを訪 ね さえ も した」 こ こで はpayacallon～ の型 の名詞表現 が使 われ

てい るが,外 にpayavisittO～ と云 って もよい.い ずれ にせ よ 「訪問す る」 と云 う部分

が 日本語 の様 に生 の形の動作動詞は用い られず,名 詞 が 目的語 とな ってそれにcolorless

verbのpayが 他 動詞 として用い られてい る.英 語 の好 みの型なのであ る〕

(86)Hesmiledhisthanks.〔 「彼 はほほえんで感謝 の気持を表 わ した」 日本語訳 の場合

どうして も2ツ の動 詞が必要 とな るところだが,英 文 の様 な表現 の仕方 では動詞は1つ で
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済 む.同 様 の例 として,Onseeingus,shesmiledherwelcome.「 私 達を見 るや否や,

彼 女 は微笑 して歓迎 の意 を表 わ した〕

(87)Sheisawonderwoman.〔 「彼 女は不思 議な女 だ」wonderな る名詞が形容詞的

に使 われていると見 て もよい.同 様 の例 と して,Itisawonderdrug.「 そ れは特効薬

だ」 などがある.ど ち らの場合 もwonderに 代 えてmiracleな る名 詞 も使え る.い ず

れにせ よ 「N+N」 型 結合 によるPunchの 効 いた表現効果 を狙 った ものであろ う〕

(88)Heisanewspaperreporterfriendofmine.〔 「彼 は私 の友人 の一人 で新 聞記者

を してい ます」 この場合 は3ツ の名詞が 「N+N+N」 型 結合 を してい る.そ の為不 必要

に動詞を介在 させな くて,簡 潔 に表現 出来 るメ リッ トがある.herdoctorhusbandと 云

うと 「彼女 の医者を してい る夫」 の意で あるが,こ の場合 は代名 詞が来 てあ と名 詞が2ツ

並ぶ.い ずれ に して も動詞を使 う必要が ないだけ,表 現 と してはス ッキ リとしていて単純

明快で よろ しい ので はないか〕

($9)Anyidentifieation?〔 「何か身分を証 明出来 る 様 な ものお持 ちですか?」 和訳 の方

は何 とも冗長な文形式を整えた表現で はある.そ れ に比 し英語 の方 は名詞 をズバ リ投 げか

けてい るだ けで,完 成 された文形式 はとっていない.こ の様な例 も又数多 く,こ の辺 りの

日本語 による表現様態 との差は大 きい.つ ま り日本語で は,公 式 の場 では勿論 の事,私 的

な場面で さえ も 「丁寧体」が要求 され る為,英 語 の様なた だ名 詞だ け を ぶ つ け る 様 な

brusqueorbluntな 表 現様態 は とれず,ど うして も冗 長極ま る文形式 とな らざるを得 な

いので,こ の辺 りの問題 につ いて は又次 の機会 を待 ちたい〕

(㎝TheyallcametoTorriohatinhand.〔 「彼等 はみんなか しこま って トリオの所

へ や って来 た」hatinhandの 原 意 は 「帽子 を手 に して」 であ るが,そ れ より 「か しこ

ま って」or「 恐縮 して」な どの意 とな る.い ずれ にせ よこの様 に前 置詞 も動詞 も用 いず に,

名 詞 をムキ出 しのまま据 え置いた表現 は印象 が強烈 ・鮮明で,そ れだ けにpunchの 効 い

た表現 を可能 にす るのであ る.guninhandと な ると 「銃 を手 に して」 な どとな る.

hatで 思 い出 したが英語 の俗語でMyhat!な る問投詞的表現 があるが,こ れ も名詞 を投

げつけてい るだけで 「オヤマア!」 の意で ある〕

(91)Doyouhavetimeforaquickcupofcoffee?〔 「ち ょっと簡単 に コー ヒー一・杯

飲 む時間お有 りですか?」doyouhavetimeの 部 分は例に よって英語 で は 「他動詞+

目的語 」の型を とってい るに比 し,日 本語 では 「時間が有 る」の様 に自動詞構文 とな って

い る.中 国語 で もちゃん と他動詞を用いた構文が あり,「 像有空囑?」 の場合 の 「有」 は

日本語 に於 ける様な 自動詞 「有 る」 の意で はな く 「所有す る」 の意 の他動 詞とみてよい.

次 に英語で はquickな る形容詞が使われてい るが,そ れ は 日本語で は動詞 を使 って表現

され るべ きところが,forな る前置詞で済 ませてい る為,結 果的 にacupofcoffeeな

る名 詞を修飾す る為には形容詞でな ければな らないので ある.一 方,Ei本 語 の場合 だと,

「ち ょっと簡単 にコー ヒーを飲む」 と云 う動詞を修飾 しな けれ ばな らない為 に,ど うして

も 「素早 く」な どとquickな る形容詞 はquicklyと 副 詞 に しな けれ ばな らないところだ

(quickに は その ままで副詞用法 のあることはこの際問題 に しない).E結 論 と して こんな

簡単な文章で も英語 と 日本語 の表現 にはかな りの違いが認 め られ る.つ ま り英語 の場合 は,

他 動詞構文を好 み,動 詞使用はな るべ く避 け,例 えば前置詞な どを多用 し,「 副 詞+動 詞」

結 合 よりも,「 形容詞+名 詞」結合の型を好む.而 して これ らの英語 の性癖 と も云 うべ き

もの こそが,「 名詞表現」を英語 に於いて数多 く作 り出 して いるので ある〕

(92)Hewasaproductofthecity,itsschools,itspoliticsanditscourts.〔 「彼は

{
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その街や,学 校や,そ の街の政治や裁判所などが産み出した男だったのだ」 この和訳につ

いては色々の問題があり得る.つ まりその気にな って和訳 して行けば色 々の訳が有り得 る.

而して所詮翻訳である限りに於いて例の 「翻訳調」からは免れ難い.併 しこの 「翻訳調」

なるものが既に時久しうして現代の日本文の中に深 く滲透 しているのであれば,そ してそ

の文体や表現に大方の読者が特に抵抗感を持たないと云 うのであれば,実 は筆者がこれま

でやかましく述べ立てて来た英語に特有の 「名詞表現」なるものも,現 代 日本文の中にも

いくらでも見出されることになる.更 にこれに追討をかける事実 として前述 もした様に,

千数百年にも及ぶ漢語借用の歴史は,日 本語の文体,表 現形式等を彪大な漢字 ・漢語使用

を通 して決定的に変容せ しめ,そ してその変容とは本来動詞中心的性格を有 していた日本

語を,英 語 に於ける如き(場 合によってはそれをも上廻 る)名 詞巾心的性格の言語へのそ

れに外ならなかったのである.例 えばこの例文がその良い見本である.つ まりaproduct

ofthecity～ のくだりは英語ではaproductな る名詞が使われているわけだが,こ れを

漢語を用いれば 「産物」と云う具合に立派に英語に対抗出来 る名詞で表現され得るのだ.

これを大和言葉流に云 うなら,「 産み出された物」 とでもなろうか,と にか くその場合は

例の2重 動詞が使われ,最 後は 「もの」と云 う名詞で終 ってはいるものの,英 語のpro・

ductや 漢語の 「産物」の様な名詞一語ズバ リの表現とは程遠い.更 にこの様な英文の表

現が翻訳を通 して 日本文の中に流れ込み,単 に譜彙の段階に止まらず,表 現様式その もの

の深奥部にまで喰込んで,日 本文の表現様式を根本的に変容させることも有り得るのだ.

否,現 に明治以来その過程は徐 々に進行 しつつあり,今 ではその流れを堰 き止めることも

逆流させることも出来ない段階にまで来てしまっているのだ.こ れは何も明治以降の欧文

脈の影響のことばかりを云 っているのではない.既 に奈良 ・平安朝の_E{;!3にさかのぼって千

数百年にわたる漢語 ・漢文体の日本語に与えた決定的な影響については欧文脈のそれを遙

かに上廻るものがあるのだ.こ れをもっと分り易 く言えば,平 安朝の女流仮名文字文学と,

翻訳調と漢語多用の一典型 とも云える現代の 「学術論文」との問には,同 じ日本語 とは云

え,そ の語彙 ・表現様式に於いて,こ れをもっと専門的な用語で云 うな らば,形 態論的に

も,統 語論的にも相当の開きがあるのだ.極 端な云い方をお許 し願えるならば,現 代の日

本語は色んな意味合いで,既 に外来要素に侵蝕 され半植民地化 された言語に成 り果ててし

まっていると云 ってよい.そ の典型が正に先述の謂ゆる 「学術論文」なるものである.お

隣 りの朝鮮半島に於いても同様の歴史的事情により,固 有朝鮮語が漢語の挑戦を受け何度

も危機にさらされて来たわけであるが,近年に於ける一連のハングル化政策(20世 紀初頭に

始まる言文一致運動は漢文体の文章を駆遂 し,口 語体のハ ングル ・漢字まじり文へ と移行

し,現 時点に至 ってはハングルL位 は決定的とな った.つ まり十五世紀中葉に李朝の世宗

に依 り発案されたハングル文字は今 日に至 って正に当初の目標であった 「訓民正音」の地

位を正式に獲得 し得たのである.)は 着 々とその成果をあげ,漢 語及び欧米系の外来語に

よる侵蝕状況は日本語に於けるそれの様な深刻なものとは縁遠い.つ まり現代の朝鮮語に

関する限り,現 代日本語の置かれている様な半植民地的状況 どころか,立 派に独立国とし

ての体面を保っていると云えるのである.漢 字の本家本元である中国に於いて簡体字化が

進行 し,遠 い将来の漢字廃止とラテン文字採用,つ まり一連のラテン化政策すら論議され

ていると聞 く.そ れに比 し日本における国語改革の問題は如何にして漢字制限の枠を撤廃

し,出 来得る限 り漢字を増や し,場 合によっては 「仮名遣い」そのものも,紗 くとも 「現

代仮名遣い」の改訂をす ら考えているようである.そ こに見 られる姿勢には広く将来を見

据えた 「開かれた言語」としての将来の国際語化にも耐え得 る革新的な日本語の姿ではな
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く,あ くまで も後 向きの,徒 らに過去 の郷愁 にひた らん とす る 「閉 された言語 」 としての

日本語像 しかないのであ る.こ れか らのEl本 語 は一 部pedant達 の私有物で はない.広

く国民大衆 の為 の ものでなければな るまい.一 般 庶民はpedantryと は無縁 であ る.将

来 の 日本語 のあるべ き姿 をめ ぐって真剣 な論議 の湧 き上 らん事 を切望 す る〕

(93)Don・tbeafool.Youmustbeoutofyourmind.〔 「馬 鹿なマネは1ヒせ.お 前 は

気 で も狂 ってい るにちがいないんだ」前半部 については もはや云 うまで もなか ろう.動 作

動 詞で な くbe動 詞 に名 詞が補語 として使 われてい る.後 半 の文 も,や はり動作動詞は使

われて居 らず,be動 詞 に前 置詞句+名 詞 と云 った形を とってい る.こ の様 にな るべ く動

作動詞 を使用せず,be動 詞 を用 いて,重 要 な部 分,肝 心かなめの部分 に二名詞を持 って来

る様な型 の名詞表現 こそが この項 での実例に挙げ られた英 文なので ある〕

(94)Levinedeniedanyknowledgeofthethefts.〔 「レビンはそれ らの窃盗事件に つ

いて何 も知 らない と云い張 った」knowledgeの 部 分はf=1本語 の様 に動詞 にな らず名詞 に

な ってい るところが ミソであ る.denyと 云 う動詞は この様 にその後 に抽象名 詞を 目的詔

にと って名詞表現を形成 す るのに便 利な語 であ る〕

(95)Shelistenedwithpretendedfascinationtohisshoptalk.〔 「彼女 は彼が 自分

の仕事の ことを得 々と して話すのを,如 何 にも聞 き惚れて いる様 なふ りを して 聞いていた」

ここで はwithpretendedfascinationな る句 に名詞表現を見 る.つ ま り例 の 「前 置詞

+名 詞」の型を と った副詞的用法で あるが,更 にpretendedな るP.P.が 形 容 詞 と し て

fascinationに か か って行 くわ けだが,こ の辺 りは如何 にも英語 らしい表現で,と て も日

本語で この様な表現法の マネは出来ない〕

(96)Idoubtthetruthofthisreport.〔 「私は この報 告書が真実で あるか ど うか疑 わ

しいと思 う」 日本語訳 では盛 んに用言 が使 われてい るが,英 語 ではただ名詞一〇語truth

な る語 が決定 的な役割 を演 じて いる.簡 単 な文 の様 に思 え るが,日 本語訳 だけを見 て原文

の様 な英文 が書 けるかと 自悶 自答 して みたまえ.日 本文 に引 きず られて冗長 な複 文形 式で

書 いて しま うのではないか.云 うまで もな く原文 の英文 は単文であ り,truthな る名詞を

用 いた為 に実 に引締 った簡潔 な文章 とな っている〕

(971Hehadalwayshadhisownwayathome,andthismadehimapoorroom-

mate.〔 「彼 はそれ まで家庭で いつ も好 き勝手 にや って きた,そ の為他人 と同居す る と 云

う段 にな ると迷 惑な存在 とな っていた」 これは前半 部に も,後 半部 にもそれぞれ独得 の名

詞構 文が使われ,正 に名 詞表現 のonparade(こ の旬 自体名 詞表現であ る)で ある.前 半

部はhaveone'sownway(【 『分 の好 き勝手 にす る)な る他 動詞構文が あり,後 半部 も謂

ゆ る 「物主構文 」な る他動 詞構文 であ る.た だ ここで更に注 目すべ きはapoorroomm-

ateな る表現 で,実 は これ も英語 らしい名 詞表現 と云 って もよいので ある.「 形容詞+名

詞」の型を とった句 とな ってい るわけだが,Fl本 語 では この辺 りは旬で表現す ることはむ

ずか しく,節 で,つ ま り動詞を用いた文形式 とな って しまうので はな いか.以 上 の様 な観

点か らこの例の英文は どこか ら見て も英語 らしい名詞表現 に満 ちた文な ので ある〕

(98)HisrefusaltohelpwasagreatdisapPointmenttous.〔 「彼が援助を断 った

ことは私達を大変失望 させた」 この訳文 自体バ タ臭い 日本文で恐縮 だが,と にか く英文で

は動詞 はbe動 詞 だけで(tohelpのhelpも 動 詞で はあるが不定 詞のrllで使 われて居 り,

生 の形 の動詞で はない),あ と は名詞で重要 な部分 を押 さえてい る.hisrefusal～ とa

greatdisapPointmentな る2ツ の名詞 の使用 がこの文 を引締 ま った単文構造の英文 に

して いるので,や は りこの様 な名詞表現を使わ ないと,日 本語訳 に見 る様 な間伸 び した複

咽
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文形式の文章とならざるを得ないのであろう〕

(99)Theirroomisthreetimesthesizeofours.〔 「彼等の部屋は私達の部屋の3倍

の広さがある」 日本語訳では 「の」なる格助詞が盛んに使われ,名 詞と名詞をそれで繋い

でいるわけだが,英 文ではthreetimesとthesizeofoursの 問に何物も介在せず,名

詞がそのまま並列的に置かれている.実 はこの事は色 々の場面でよくある事で,日 本語の

場合どうしても格助詞が名詞や代名詞の問に介在 して来 る為に間伸びして緊迫感に欠け,

迫力(punch)と 云 った点でどうして も欠けるため,表 現効果が落ちる.そ れが証拠に日

本語でも迫力ある表現効果を狙 って故意に格助詞を省略 した文章や歌詞に出くわすことが

ある.「 ヨコハマたそがれホテルの～」 と云 った流行歌があった様に記憶 しているが,こ

れなど当然 「ヨコハマ」,「 たそがれ」 「ホテルの～」との間に何 らかの格助詞が必要な

ところだろうが,こ んな場合に仮りに格助詞を用いたとすれば歌の効果は台な しになって

仕舞 うだろう.別 に格助詞に限るわけでもないが,と にかく助詞の存在が日本語の表現を

してpunchに 欠けるものたらしめている事実はどうやら否定 し得べ くもない様だ〕

鵬Nineo'clock.Goodevening.ABCNews,Washington.〔 「f晩 は,只 今九時の

時報をお報 らせ致しました.ABCが ワシン トンからニュ0ス をお送り致 します」一つ原

文の英語のアナウンスメン トと日本語訳のそれとを比較願いたい.rr-_!i.語と日本語の 「物云

い」の様態の差 ここに極まれりと云 った感がある.如 何に我 々日本人がバカ丁寧な冗長な

物云いの中で毎日のコミュニケ0シ ョンを行っているかが痛感される好例である.英 語で

はただ四組の名詞が並列されているだけで,そ のそれぞれをつなぎ合わせるべき何 らの機

能語(functionword)も 用いられていないし,ま してや文形式など考えも及ばない.何

とも 「参った」と云う感じで恐れ入るしかない.英 語の魅力は正にこのムダのない,ス ピ

ーディで力強い迫力ある物云いにある.そ してそれはこの様な名詞表現によってはじめて

可能となるのである.因 みに中国語ではどの様になっているのであろうか.少 し文章の内

容は異なるがその一つの例を挙げてみたい.

「我椚這里是北京広播電台,現在播送新聞.」(こ ちらは北京放送局であります.只 今から

ニュースをお送 り致 します)英 語のそれに比べると,文 形式をとっていることはすぐに分

る.併 し日本語訳の様な 「丁寧体」はとっていないのと,助 詞が使われていないので随分

と簡潔な表現とはなっている.更 に発音の面では,中 国語の単語は単音節語ないしは2音

節語が殆んどで,日 本語の場合の様な多音節語は少ない.実 は英語の場合も単音節語が多

く,更 に殆んどの単語が閉音節であり,又 子音群が語頭に立つことがある.い ずれにせよ

日本語の様な多音節で開音節,子 音群が語頭に立たない極めて母音過多の音節構造を持つ

のと異なり,英 語の子音過多の音節構造が男性的な力強さに満ちた響と音調を持つのは当

然であろう.そ の様な迫力ある音節構造に加えて,名 詞表現と云 う簡潔 ・明快な文章表現

形式を有する英語 と云 う言語が聴 く人を して魅了せずんば置かずとして も何の不思議 もあ

るまい.併 し中国語の方 も日本語などに比べるとかな りムダのない簡潔な云い回しをして

居 り,音 声面でも簡潔そのものであり,確 かに魅力ある言語であることは間違いないとこ

ろだ.0時 は同文同種とまで云われた中国人と日本人でばあるが,そ のそれぞれの言語を

通 して見る限 りに於いてE1中 両国民のmentalityに は可成 りの差異を認めざるを得ない

のであり,中 国人のmentalityは む しろ西欧型のそれに近いとも云い得 るのである〕

以上で一応名詞表現の諸例を終えることにする.出 来得 る限りその諸相にわたる例を挙

げようとしたが,場 合によっては同じ様な型の表現がoverlapし て仕舞ったかも知れな

い.何 しろ名詞表現の 「相」が余 りにも多彩多様であるために到底この様な小論文の中に
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収まりきれないのであり,止 むを得ず割愛 したものも少なからずある.和 訳の仕方につい

ては,勿 論種 々の代訳が有 り得 るのであって,こ こに与え られた訳文がbestで あるなど

とは毛頭思 っていないし,又 日本語訳の場合でも名詞的表現を用いて訳す ことも可能であ

ると云 ったケースも有 り得たかも知れない.筆 者はこれまでも現代日本語の中での名詞表

現の存在を決して否定 した覚えはなく,む しろその存在を積極的に肯定 して来た積 りであ

る.た だ当小論文の主旨はそこにあるわけではないので,日 本語の名詞表現については説

明不足の箇所もあったか も知れないので,そ の点お詫びす ると同時に,読 者諸士の御賢察

をお願い したい.

4

Summary

NoonecandenythefactthatthereareanumberofdifferencesbetweenEnglish

andJapaneseintermsofsyntax,semantics,morphology,rhetoricaswellas

soundsystems.Inthisessay,specialemphasisisplacedonthedescriptionof

somedifferencesinsyntaxandrhetoricbetweenthetwolanguages.

Inbothlanguages,thereisnodenyingtheimportanceofnounandverbbefore

anyotherpartofspeech.Theproblemisthattheimportanceofnounasagainst

verbisdifferentineachlanguage.InEnglish,nounisgiventoppriorityin

mostexpressions,whereasinJapanesetheotherwayaround.Forexample,in

English,nounplaysagreatroleinidiom-making,whileinJapaneseverbtakes

thepartofit.

InJapanese,forinstance,withouttheuseofverbs,therecouldbenobaby

talkevencarriedon.Theso-ca叫edhonorificexpressions,whicharehighly

developedinJapanese,dependmostlyonverbsorverb-equivalentswithsome

particlesinthem.Also,itispublicknowledgethattheJapaneselanguage

cannotfunctionwellwithoutmuchuseofhonorifics.

Ontheotherhand,Englishlackssuchhighlysophisticatedhonorificsascan

beseeninJapanese,whichmeanstheEnglish-speakingpeoplearemorecasual

oreveninformalintheirverbalcommunicationthantheJapanese.

Inthisconnection,thereseemstobemuchdifferencebetweentheEnglish-

speakingpeopleandtheJapaneseintheimportanceofcommunicationthey

attachto.Theformerprefersadirect,candidwayincommunication,whilethe

latteranindirect,non-committalone,beatingaboutthebush,notcoming

straighttothepoint.

InJapanese,twoorthreeverbsappearinsuccessioninonesentenceorin

onephrase,whileinEnglishprepositionaswellasnouncantaketheplaceof

verb.Nounsignifiessomethingvisibleandtangible ,whereaswhatverbsignifies

issomethinginsubstantial,comparatively .Inotherwords,nounisfarmore

impressivethanverb.Itfollowsthatnoun-centeredexpressionsaremore

appealingtothelistenerorthereaderthanverb--centeredones .Thisseemsto

bethereasonforthepropensityoftheEnglish-speakingpeoplefornoun-centered

expressions.

JapanesehadbeengreatlyinfluencedbyChineseformanycenturies ,inthe
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courseofwhichJapanesehadbeenmodifiedintonoun-orientedlanguageto

someextentbecauseChineseisanoun-dominatedlanguage,evenmoresothan

English.Butthisshouldn'tbeoverestimated,forJapaneseandChineseare

twocompletelydifferentlanguagesandassuchtheJapaneselanguagewasand

isandwillbedifferentinmanywaysfromChineseaswellasEnglish.Our

indigenouslanguage,Yamato-kotoba,istotallyagglutinativeandmostofour

dailyconversationsarestillconductedinit,andnotinChinese-influenced

JapanesewithalotofChineseloanwords.

ItisalsoimportanttonotothatwordorderinEnglishhasfirmlybeenfixed

sincetheestablishmentoftheso-called`ModernEnglish'inthe16thcentury,

thatis,`S十V十 〇'giventoPPriorityoveranyotherformofwordorder.

Intheauthor'sview,thisnewly-fixedwordorderhasgreatlycontributedto

thefecundityoftheso-callednoun-orientedexpressions,sentencestructures

whichare,ofnecessity,followedbythetransitiveverb.Also,thiswordorder

madeitpossiblefortheEnglishlanguagetohavemanyinanimatesubject

words.Theinanimateusedassubjectwordsmusthavecontributedtoproduce

alotoftransitiveverbs,too.Asaresult,theEnglishlanguagehasconstantly

beengearedtonoun-orientednessinmanyways.ThisoveruseofnouninEng-

lishhashadagreateffectonourlanguagesincetheMeijiRestorationwhen

weintroducedthewesternculturetooursoilingoodearnest.

ContemporaryspokenAmericanEnglishisgearedmoreandmoretonoun--

orientednessinitscharacter,withmanyellipsesinitspracticaluse.Andthis

hassomethingtodowiththeabundanceofnouncompounds,aswellasnoun-

centeredexpressionsincontemporaryAmericanEnglish.Needlesstosay,great

lackofhonorificsinEnglishcontributestosimplicity,masculinityandincisiv-

enessinitsexpressions.Inotherwords,brevityisthesoulofnoun-centered

expressionsintheEnglishlanguage.

TheJapaneselanguageitself:hassomenoun-centeredexpressions.Theyare

mostlycomposedofChineseloanwords.SinceJapanesepreferscomplexsenten-

ces,moreverbsarefoundinJapanesesentencesthaninEnglishoneswhich

tendtobewrittenintheformof`simplesentence.'Generally,thelongera

sentenceis,themoreverbstendtobeusedinit.ChineseandEnglisharetwo

ofthemostnoun-dominatedlanguages.ChineseinfluenceontheJapanese

languagehasmadeitproportionatelynoun-dominant.Also,therecentinfluxof

EnglishloanwordsintoJapanesehasbeenmakingitmoreandmoregearedto

noun-centeredness.ItcanbesafelysaidthatJapaneseitselfisreallychanging

forthemorenoun-dominant.

Needlesstosay,theChineselanguagehassofarhadafargreatereffecton

JapanesethanEnglishhashad.Butnoonecantellwhatthefutureinfluence

ofEnglishonJapanesewillbelike.


